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今
で
は
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
存
在
で

あ
る
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
（
以
下
「
ス
マ
ホ
」）。
総
務

省
が
公
表
し
た
「
平
成
29
年
版
情
報
通
信
白
書
」

に
よ
る
と
、
国
民
の
半
数
以
上
が
ス
マ
ホ
を
持
っ
て

お
り
、
20
・
30
代
で
は
9
割
以
上
が
持
っ
て
い
ま
す
。

　

ス
マ
ホ
が
普
及
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
時
間
や

場
所
を
選
ば
ず
、
ネ
ッ
ト
検
索
や
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

を
は
じ
め
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
動
画
視
聴
、
ゲ
ー
ム
な
ど

を
楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
た
だ
一
方
で
弊

害
も
あ
り
ま
す
。
飲
食
店
や
公
共
交
通
機
関
の
中

で
、
さ
ら
に
は
歩
き
な
が
ら
ス
マ
ホ
の
画
面
に
見

入
っ
て
い
る
人
の
姿
を
当
た
り
前
に
見
か
け
ま
す
。

こ
れ
は
ス
マ
ホ
が
依
存
性
・
中
毒
性
の
高
い
も
の

で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
治

療
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

子
ど
も
が
ぐ
ず
っ
た
と
き
や
家
事
な
ど
で
手
が

離
せ
な
い
と
き
、
子
ど
も
に
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
な
ど
の

動
画
を
見
せ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。
気

持
ち
は
分
か
り
ま
す
が
、
子
ど
も
の
成
長
を
考
え

る
と
お
勧
め
で
き
ま
せ
ん
。
こ
れ
以
外
に
も
、
ス
マ

ホ
の
よ
う
な
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
使
用
時
間
が

子
ど
も
の
発
達
に
大
き
な
悪
影
響
を
及
ぼ
し
て
い

る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
今
回
は
、
デ
ジ
タ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
ほ
か
、

テ
レ
ビ
・
ビ
デ
オ
な
ど
の
旧
来
の
メ
デ
ィ
ア
も
含

め
た
メ
デ
ィ
ア
と
の
上
手
な
付
き
合
い
方
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

特 

集

か
い
ま
せ
ん
。「
誰
も
見
て
い
な
い
が
、
テ
レ
ビ
は

つ
い
て
い
る
」、「
自
分
は
消
し
た
い
け
ど
、
家
族
が

見
て
い
る
の
で
消
せ
な
い
」
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ

ま
し
た
。
多
く
の
家
庭
で
テ
レ
ビ
の
つ
け
っ
放
し
が

習
慣
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

幼
稚
園
・
保
育
園
児
お
よ
び
小
学
生
の
保
護
者

を
対
象
に
実
施
し
た
テ
レ
ビ
、
ゲ
ー
ム
、
ス
マ
ホ

等
の
使
用
時
間
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

幼
稚
園
・
保
育
園
児
の
半
数
以
上
、
小
学
生
の
約

6
割
が
「
2
時
間
以
上
」
と
答
え
て
お
り
、
さ
ら

に
小
学
生
の
約
2
割
が
「
3
時
間
以
上
」
と
答
え

て
い
ま
す
。

　

夕
食
時
に
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
い
る
家
庭
は
6
割

を
超
え
て
お
り
、
そ
の
割
合
は
、
子
ど
も
の
年
齢

が
上
が
る
に
連
れ
、
高
く
な
り
ま
す
。

ス
マ
ホ
を
置
い
て
、

ス
マ
ホ
を
置
い
て
、

ふ
れ
あ
い
遊

ふ
れ
あ
い
遊    
    

〜
子
ど
も
と
の
大
切
な
時
間
の
過
ご
し
方
〜

〜
子
ど
も
と
の
大
切
な
時
間
の
過
ご
し
方
〜

問．お子さんが日中過ごす部屋で、どのくらいテレビ

　　をつけていますか？　対象：10か月児

▼
気
付
け
ば
つ
い
て
い
る
テ
レ
ビ

ＴＶ

4 時間台4時間台

9.9％9.9％

5 時間以上5時間以上

35.9％35.9％

3 時間台3時間台

19.8％19.8％

2 時間台2時間台

17.6％17.6％

1 時間台1時間台

14.5％14.5％

1 時間未満1時間未満

2.3％2.3％

問．テレビ、ゲーム、スマホなどの使用時間はどのく

　　らいですか？（平日）

0 20 40 60 80 100

3 時間以上2時間台2時間未満

小学 6年

小学 4年

小学 2年

年長

年中

年少

（%）

16.816.838.438.4

33.433.4

37.437.4

45.445.4

46.146.1

44.844.8

16.316.332.632.651.051.0

15.415.4

17.117.1

39.839.8

44.044.0

39.239.2

36.936.9

18.618.6

26.826.8

問．夕食時は、週5日以上テレビをつけていますか？

　

子
ど
も
が
メ
デ
ィ
ア
に
触
れ
て
い
る
時
間
は
ど

の
く
ら
い
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　

10
か
月
健
診
に
来
て
い
た
保
護
者
に
、
子
ど
も

が
日
中
過
ご
す
部
屋
で
テ
レ
ビ
を
つ
け
て
い
る
時

間
を
聞
い
て
み
る
と
、
3
人
に
1
人
が
「
5
時
間

以
上
」
と
答
え
、「
1
時
間
未
満
」
は
2
％
程
度
し

出典：平成29年度10か月健診アンケート（市健康推進課）

出典：平成29年度生活アンケート（市健康推進課）

0 20 40 60 80 100

つけていないつけている

小学 6年

小学 4年

小学 2年

年長

年中

年少

（%）

60.860.8

55.655.6

56.456.4

57.057.0

71.371.3

64.364.3

出典：平成29年度生活アンケート（市健康推進課）
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無
制
限
の
視
聴
は
や
め
よ
う

無
制
限
の
視
聴
は
や
め
よ
う

家
族
で
ル
ー
ル
づ
く
り
を

家
族
で
ル
ー
ル
づ
く
り
を

やまざき小児科やまざき小児科

山崎 恒 院長山崎 恒 院長

特集　スマホを置いて、ふれあい遊び特集　スマホを置いて、ふれあい遊び
　

メ
デ
ィ
ア
は
、
子
ど
も
に
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

小
児
科
医
の
立
場
か
ら
見
た
メ
デ
ィ
ア
の
影

響
に
つ
い
て
、
や
ま
ざ
き
小
児
科
の
山
崎
恒
院

長
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
、
ビ
デ
オ
、
ス
マ
ホ
、
ゲ
ー
ム
機
な
ど

の
メ
デ
ィ
ア
は
、
子
ど
も
に
影
響
を
与
え
る
も
の

で
す
。
特
に
ゲ
ー
ム
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
は
依
存
性
が

高
い
た
め
、
長
時
間
の
視
聴
に
な
り
や
す
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
を
引
き
起
こ
す
こ
と
が
分
か
っ
て

い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
運
動
不
足
に
な
っ
て
肥

満
や
体
力
の
低
下
が
進
ん
だ
り
、
勉
強
時
間
や

物
事
を
考
え
る
時
間
が
奪
わ
れ
、
成
績
や
思
考

力
が
低
下
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
夜
遅
く
ま

で
使
用
す
れ
ば
睡
眠
不
足
と
な
り
、
身
体
機
能

と
精
神
機
能
の
両
方
に
ダ
メ
ー
ジ
を
与
え
ま
す
。

視
力
も
低
下
、
ヘ
ッ
ド
ホ
ン
・
イ
ヤ
ホ
ン
を
長

時
間
使
用
す
れ
ば
難
聴
の
原
因
に
も
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
成
人
期
の
生
活
習
慣
病
に
つ
な
が
る
と

も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

次
に
子
ど
も
が
視
聴
す
る
メ
デ
ィ
ア
の
質
、
内

容
に
も
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
暴
力
シ
ー
ン
や

暴
力
的
ゲ
ー
ム
が
攻
撃
性
行
動
を
増
や
し
、
暴

力
に
対
す
る
罪
悪
感
を
麻
痺
さ
せ
ま
す
。
低
年

齢
か
ら
過
激
な
性
表
現
に
接
す
る
と
、
性
行
動

の
低
年
齢
化
や
誤
っ
た
知
識
に
よ
る
問
題
行
動

を
引
き
起
こ
す
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

喫
煙
、
飲
酒
、
違
法
薬
物
を
メ
デ
ィ
ア
で
繰

り
返
し
見
る
こ
と
が
、
そ
の
使
用
を
促
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

7
ペ
ー
ジ
に
あ
る
「
上
手
に
メ
デ
ィ
ア
と
付
き

合
う
術
」
は
、
ア
メ
リ
カ
小
児
科
学
会
や
日
本

小
児
科
医
会
の
提
言
の
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
た

も
の
で
す
。
こ
れ
を
参
考
に
し
て
家
族
で
よ
く
話

し
合
い
、
ル
ー
ル
を
決
め
て
上
手
に
メ
デ
ィ
ア
を

使
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

▼
長
時
間
視
聴
が
与
え
る
影
響

　

学
校
現
場
か
ら
見
た
メ
デ
ィ
ア
の
現
状
・
問

題
点
に
つ
い
て
、
堀
越
小
学
校
の
皆
川
俊
養
護

教
諭
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

今
の
小
学
生
は
、
ス
マ
ホ
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
自
分
が
所
有
し
て
い
な
く
て
も
、
家
族
が
貸

し
て
く
れ
る
環
境
に
あ
り
ま
す
。
学
年
に
よ
っ
て

メ
デ
ィ
ア
の
問
題
点
は
異
な
り
、
低
学
年
は
テ
レ

ビ
や
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
多
く
、
生
活
習
慣
が
乱

れ
る
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
高
学
年
に

な
る
と
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る
ト
ラ
ブ
ル
も
加
わ
っ

て
き
ま
す
。
中
学
生
に
な
る
と
、
問
題
が
よ
り
深

刻
化
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
じ
て
知
ら
な
い
人
と
つ

な
が
り
、
ト
ラ
ブ
ル
に
巻
き
込
ま
れ
た
事
例
や
、

「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
外
し
」
な
ど
の
い
じ
め
に
発
展
し
た

事
例
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
ス
マ
ホ

な
ど
の
長
時
間
使
用
が
原
因
で
、
健
康
面
が
心

配
さ
れ
る
生
徒
も
い
ま
す
。

 

▼
学
校
に
お
け
る
メ
デ
ィ
ア
問
題

メ
デ
ィ
ア
の
問
題
は
深
刻

メ
デ
ィ
ア
の
問
題
は
深
刻

し
っ
か
り
と
把
握
・
管
理
を

し
っ
か
り
と
把
握
・
管
理
を

堀越小学校堀越小学校

皆川 俊 養護教諭皆川 俊 養護教諭

▼
メ
デ
ィ
ア
は
質
も
大
切

▼
家
族
で
ル
ー
ル
を
作
ろ
う

「平日のテレビゲーム時間」と「平均正答率」との関連

小中学生ともに、テレビゲーム時間が短いほど、正答率が高い

学　力

　
「
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
の
結
果
を
み

る
と
、
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
時
間
が
短
い
ほ
ど
テ
ス

ト
の
点
数
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
小
・

中
学
生
と
も
に
、
す
べ
て
の
教
科
で
い
え
る
こ
と

で
す
。「
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動
習
慣
等

調
査
」
の
結
果
を
み
る
と
、
や
は
り
テ
レ
ビ
、
ス

マ
ホ
な
ど
の
画
面
を
見
て
い
る
時
間
が
短
い
ほ
ど

体
力
合
計
点
が
高
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

中
学
生
の
理
想
の
睡
眠
時
間
は
8
〜
9
時
間

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
中
学
2
年
生
を

対
象
に
市
が
実
施
し
て
い
る
「
中
学
校
生
活
実

態
調
査
」
に
よ
る
と
、
61
・
8
％
の
生
徒
は
、
睡

眠
時
間
が
8
時
間
未
満
で
す
。
お
そ
ら
く
こ
の

中
に
は
、
夜
遅
く
ま
で
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
を
し
て

い
る
生
徒
が
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
は
夏
休
み
な
の
で
、
子
ど
も
が
メ
デ
ィ
ア
と

接
す
る
時
間
が
多
く
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

保
護
者
が
、
メ
デ
ィ
ア
は
常
に
「
危
険
と
隣
り

合
わ
せ
」
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
子
ど
も
の
メ

デ
ィ
ア
の
使
用
状
況
を
し
っ
か
り
と
把
握
・
管
理

す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
夏
休
み
は
特
に
注
意
が
必
要

体　力

出典：平成29年度全国学力・学習状況調査（国立教育政策研究所）出典：平成29年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査（スポーツ庁）

【小学生】 【中学生】

全くしない1時間未満1時間台

2時間台3時間台4時間以上

「平日のメディア視聴時間」と「体力合計点」との関連

小中学生ともに、メディア視聴時間が短いほど、体力合計点が高い

0

20

40

60

80

100

算数Ｂ算数Ａ国語Ｂ国語Ａ

（%）

0

20

40

60

80

100

数学Ｂ数学Ａ国語Ｂ国語Ａ

（%）

平
均
正
答
率

69.469.4

82.882.8

61.161.1

79.779.7

52.752.7

70.770.7

38.838.8

53.953.9

65.565.5

79.579.5

46.246.2

63.763.768.268.2

83.483.4

35.235.2

52.652.6

【小学生】 【中学生】

30

40

50

60

全くしない1時間未満1時間台2時間台3時間台4時間台5時間以上

（点）

50

60

全くしない1時間未満1時間台2時間台3時間台4時間台5時間以上

（点）

女子男子

53.953.9

54.954.9
55.455.4

55.855.8 56.056.0
56.356.3

55.755.7

51.551.5

52.752.7
53.553.5

54.254.2
54.954.9

55.655.6
55.155.1

46.446.4
48.248.2

49.249.2 50.150.1
50.850.8 50.950.9

49.149.1

38.838.8
40.340.3 41.241.2

42.242.2 43.143.1 43.143.1
40.640.6

体
力
合
計
点

▼
学
力
、
体
力
、
睡
眠
時
間
へ
の
影
響



平成 30 年 8 月号平成 30 年 8 月号7 6

特集　スマホを置いて、ふれあい遊び特集　スマホを置いて、ふれあい遊び

限
ら
れ
た
子
ど
も
と
の
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
！

限
ら
れ
た
子
ど
も
と
の
時
間
を
無
駄
に
し
な
い
！

上
手
に
メ
デ
ィ
ア
と
付
き
合
う
術

上
手
に
メ
デ
ィ
ア
と
付
き
合
う
術

ど
の
よ
う
に
メ
デ
ィ
ア
を
利
用
す
れ
ば
よ
い
の
か
は
、
家
族
構
成
や
子
ど
も
の
年
齢
、
生
活
様
式
な
ど
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

発
達
段
階
別
に
メ
デ
ィ
ア
の
上
手
な
使
い
方
を
紹
介
し
ま
す
の
で
、「
我
が
家
の
ル
ー
ル
」
を
家
族
み
ん
な
で
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

こ
こ
ま
で
、
メ
デ
ィ
ア
の
影
響
や
、
幼
稚
園
・

保
育
園
、
小
・
中
学
校
で
の
取
り
組
み
、
メ
デ
ィ

ア
と
上
手
に
付
き
合
う
術
に
つ
い
て
紹
介
し

て
き
ま
し
た
。

　

ス
マ
ホ
や
テ
レ
ビ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
、
ゲ
ー
ム
な
ど

は
、
多
く
の
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
便
利
で
楽
し
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め
、

つ
い
つ
い
長
時
間
使
用
し
て
し
ま
い
が
ち
で

す
。
テ
レ
ビ
ば
か
り
、
ゲ
ー
ム
ば
か
り
に
な

ら
ず
、
子
ど
も
た
ち
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
実
体

験
を
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
大
人
が
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
メ
デ
ィ

ア
と
付
き
合
う
と
い
う
視
点
を
持
つ
こ
と
、

そ
し
て
メ
デ
ィ
ア
を
生
活
の
中
に
う
ま
く
取

り
入
れ
、
子
ど
も
の
メ
デ
ィ
ア
使
用
を
し
っ

か
り
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
あ
げ
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
子
ど
も
は
、
体
を
使
う
体
験
や
、

人
と
関
わ
る
体
験
、
自
分
で
考
え
て
想
像
す

る
体
験
を
通
じ
て
、
生
活
経
験
の
幅
を
広
げ

て
い
き
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
を
使
わ
な
い
と
い
う
選
択
肢
は
、

多
く
の
人
に
と
っ
て
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
大
切
な
の
は
使
用
を
禁
止
す
る
こ
と
で

な
く
、
メ
デ
ィ
ア
を
理
解
し
た
上
で
上
手
に

利
用
す
る
こ
と
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
合
っ
た
メ
デ
ィ
ア
と

の
付
き
合
い
方
を
、
ぜ
ひ
見
つ
け
て
み
て
く

だ
さ
い
。

メ
デ
ィ
ア
を
味
方
に
し
よ
う

■
問
い
合
わ
せ

　

健
康
推
進
課 

子
育
て
係

　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
３
６
）

メディアの使用を自分でコントロールする力

乳幼児期 学童期

思春期

授乳時、食事中、 遊んでい 

るときはメディアを見ない
乳幼児は、メディアに気を取られ

やすく、他のことに気が回らなく

なります。

子どもをおとなしくさせる 

ためにメディアを使わない
親の声やぬくもりで子どもと接   

することが大切です。

メディアは子どもと一緒に 

楽しみ、声を掛けてあげる
 「楽しそうだね」「これは何かな」

など、声掛けをしてあげるとよい

でしょう。

メディアは勉強が終わった

後で
メディアを見てしばらくは、勉強

に必要な前頭前野が働きません。

勉強を先にする方が効果的です。

外出時はメディアを安易に

使用しない
外出時は、家族で会話を楽しみま

しょう。

寝る30分前はメディアの電

源をＯＦＦ
寝る前はメディアの使用をやめ、

本を読んだり、家族との会話を楽

しみましょう。

メディアは勉強が終わった

後で
ゲームやＳＮＳなどは集中力の妨

げとなり、使えば使うほど成績が

下がるといわれています。

子ども部屋にはメディアを

持ちこませない
自室にこもりがちになると、親子

の会話、ふれあいが減り、今後の

人間形成にも影響します。

夜10時以降はメディアの電

源をＯＦＦ
子どもが自己管理できていないと

思ったら、夜間は親が預かること

も1つの方法です。

　
「
子
ど
も
に
何
か
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
日
々

の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
不
可
欠
」
と
話
す
の

は
、
阿
賀
野
市
保
育
会
の
丸
山
賢
宗
会
長
。
保

育
現
場
か
ら
見
た
メ
デ
ィ
ア
と
の
関
わ
り
方
に

つ
い
て
、
話
を
聞
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
人
工
知
能
と
共
存
し
て
い
く

だ
ろ
う
し
、
そ
れ
ら
を
ど
う
使
い
接
し
て
い
く
の

か
が
問
わ
れ
ま
す
。

　

現
在
は
ナ
イ
フ
を
使
え
な
い
子
が
た
く
さ
ん

い
ま
す
が
、
こ
の
よ
う
な
子
ど
も
に
い
き
な
り
ナ

イ
フ
を
与
え
て
も
、使
え
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ
ん
。

普
段
の
生
活
の
中
で
ナ
イ
フ
の
使
い
方
を
教
え
、

経
験
を
積
ん
で
こ
そ
目
的
が
分
か
り
、
正
し
い

使
い
方
が
で
き
る
の
で
す
。
ス
マ
ホ
も
同
じ
こ
と

メ
デ
ィ
ア
対
策
の
基
本
は

メ
デ
ィ
ア
対
策
の
基
本
は

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

親
子
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

が
い
え
ま
す
。
知
識
や
経
験
の
な
い
子
ど
も
に
い

き
な
り
ス
マ
ホ
を
与
え
れ
ば
、
使
う
目
的
を
誤
り
、

本
来
は
便
利
な
も
の
が
有
害
な
も
の
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
ア
が
及
ぼ
す
脳
や
生
活
面
へ
の
影
響
は

み
ん
な
が
分
か
っ
て
い
る
時
代
。
皆
さ
ん
は
、
そ

の
弊
害
を
子
ど
も
に
う
ま
く
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す

か
。「
だ
め
」「
や
め
な
さ
い
」
な
ど
と
命
令
口
調

で
伝
え
て
も
反
発
し
て
う
ま
く
い
か
な
い
で
し
ょ

う
。
や
は
り
日
々
の
関
係
づ
く
り
が
大
切
で
、
親

子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
こ
と
が
何
よ

り
重
要
な
の
で
す
。

　

市
内
の
保
育
園
、
こ
ど
も
園
、
幼
稚
園
の
現
場

が
今
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
は
「
親
子
の
ふ
れ
あ

い
方
」。
園
だ
よ
り
や
行
事
な
ど
で
、
親
子
の
ふ
れ

あ
い
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
は
話
を
聞
く
力
と
人
を
思
い
や
る
力
を

身
に
付
け
る
こ
と
で
、自
立
心
、自
制
心
が
芽
生
え
、

自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
を
保
護
者
、
保
育
教
育
現
場
、
地
域
が
一
緒

に
な
っ
て
育
ん
で
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

親
子
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
し
っ
か
り
と

取
っ
て
、
親
子
で
話
し
合
え
る
関
係
を
構
築
し
、

メ
デ
ィ
ア
を
有
効
に
活
用
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。

▼
目
的
を
教
え
る
こ
と
が
親
の
役
目

阿賀野市保育会阿賀野市保育会

丸山 賢宗 会長丸山 賢宗 会長

▼
親
子
の
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に必要以上にスマホを使用

するのはやめましょう
子どもの前でスマホやゲームに

没頭していませんか？

子どもはお父さん・お母さんと

一緒に遊びたがっていますよ。

【保護者の人へ】

健康推進課 中村主事健康推進課 中村主事
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行方不明の家族を早期発見するために
～ 認知症や障がいのある家族のためにできること ～

　認知症や障がいのある家族が行方不明になったとき、いち早く発見できるかは、

早期の警察への通報と身元を特定できる手掛かりの有無が重要なポイントです。

家族が行方不明になったら…

ためらわず、警察へ連絡

してください。

氏名、自治会名、顔写真、認知症・

障がいの有無などを開示することで、

早期発見につながります。

【どんなステッカー？】

　認知症の高齢者等が、靴などに貼り、行き先が

分からなくなったり、知らない場所で保護された

ときに、手掛かりとなるステッカーです。

【どんなカード？】

　身体、知的、精神に障がいのある人などが、

普段から身に付け、災害時や緊急時に周囲の

人に支援をお願いするためのカードです。

ヘルプカード

【対象者】

・身体、知的、精神に障がいのある人

・その他、カードが必要と認められる人

【申請方法】

　障害者手帳および印鑑を持参の上、問合せ先

または各支所で申請してください。

【カードを提示されたら】

　カードの中を見てください。その人が支援し

てほしい内容や緊急連絡先が記載してあります。

【対象者】

・65歳以上の市民

・40～ 64歳で、認知症の診断を受けている市民

【申請方法】

　写真（全身・上半身）および印鑑を持参の上、

問合せ先で申請してください。

【ステッカーを付けた人が迷っていたら】

　優しく声掛けをして、阿賀野警察署（☎63-0110）

に連絡してください。

【問合せ先】

・地域包括支援センター阿賀野　☎62-2510

・地域包括支援センター笹神　　☎62-4143

【問合せ先】

・社会福祉課 障がい福祉係　☎62-2510

認知症高齢者等見守りステッカー

　市では、行方不明者の身元特定の手掛かりとなるよう、次の制度を実施しています。

大変、おじいちゃんが

いなくなった！

よかった！おじいちゃん

見つかったって

行方不明者のお知らせです。行方不明者のお知らせです。

○○にお住まいの○○さん、○○にお住まいの○○さん、

80歳男性が15時頃から自宅80歳男性が15時頃から自宅

を出たまま、行方が分かってを出たまま、行方が分かって

いません。身長165㎝位…いません。身長165㎝位…

阿賀野市 ＋ 番号

～手と手で心がつながるまちに～～手と手で心がつながるまちに～

　耳の聞こえる人が音声で会話をするように、聴覚障がいのある人の中には、手や指の動き・視線や表

情などによる「手話」を使って会話をしている人がいます。

　「手話」は難しいというイメージがあるかもしれませんが、まずは手話でのあいさつからスタートし

てみましょう。少しでも興味が出てきたら、市内の手話サークルで実際に手話での交流ができます。

よろしくお願いします

■■この記事に関する問い合わせは、障がい者基幹相談支援センターへ　☎ 62-2510（内線 2141）

手話の習得学習や親睦会などを行っています。興味のある人はぜひ参加してみてください。

●活動場所　水原公民館

●活動日時　毎週水曜午後 7時～ 9時ごろ

  阿賀野市手話サークル「あじさい会」

 手話を始めたきっかけは？

 どんなことをやってるの？

  手話であいさつしてみよう！

こんにちは

おはよう ありがとう

●聴覚障がいのある会社の同僚とコミュニケー

　ションを図るため

●手話をテーマにしたドラマや映画を見て興味

　を持った

●手話の表現方法が面白くて興味を持った

●趣味の一環としてボケ防止のために　　など
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件数　　　 2,771 件件数　　　 2,771 件
金額　42,081,000 円金額　42,081,000 円

■この記事に関する問い合わせは、市長政策・市民協働課 政策推進係へ　☎ 62-2510（内線 2221）

全国各地の皆さんから温かいご支援をいただきました！

平成 29 年度の寄付件数と寄付金額平成 29 年度の寄付件数と寄付金額

事業の種類 件数 金額

1 白鳥の瓢湖、五頭連峰、阿賀野川など豊かな自然環境を守り育てる事業 851件 12,729,500円

2 ふるさと阿賀野市の文化と子どもたちを守り育てる事業 1,131 件 15,585,000円

3 その他目的達成のために市長が必要と認める事業（使途の指定なし） 803件 13,766,500円

※ 1回の寄付を複数の事業に分けることができるため、事業別寄付件数の合計と全体の寄付件数は一致しません。

  
平成 29 年度  寄付金の活用状況平成 29 年度  寄付金の活用状況

活用額 35,518,264 円活用額 35,518,264 円

　寄付金は「ふるさと阿賀野市応援基金」として積み立て、阿賀野市の次世代を担う子どもたちのため、

以下の事業に活用しました。

■阿賀野市奨学貸付金事業

経済的な理由から高等教育への進学を諦めざるをえない

子どもたちに「教育のチャンス」を与えるため、市独自

の奨学貸付金事業を実施しています。

■温故塾（無償塾）事業

家庭教師による指導や学習塾での授業を受けていない市内

の中学生を対象に、無料で学習支援を行っています。中学

校・高等学校を退職した先生や大学生などが講師です。

※「温故塾」は江戸時代、水原代官所にあった誰でも学

　べる学問所「温故堂」に由来。

■放課後スクール事業

温故塾とあわせて、小・中学生の一貫した学習指導体制

を強化するため、小学 5・6 年生を対象に学習塾「放課後

スクール」を実施しています。

■はじめての絵本プレゼント読み聞かせ事業

将来を担う大切な子どもたちの健やかな成長を願い、新

生児に絵本をプレゼントしています。

ふるさと阿賀野市応援寄附

　「魅力ある阿賀野市が好き！」「がんばれ阿賀野市！」との思いによ

るご支援に、心から感謝します。

放課後スクール事業

はじめての絵本プレゼント

読み聞かせ事業

  
平成 30 年度の活動予定平成 30 年度の活動予定

　今年度は阿賀野市奨学貸付金事業や瓢湖の環境整備などに活用する予定です。今後も寄付をしていた

だいた皆さんの思いに応え、市を元気にしていく取り組みを進めていきます。

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　坂詰さんは、昭和27年 4月、新潟県教育委員会

に採用。安田中学校を初任地に、五泉市立巣本中

学校、再び安田中学校に勤務。柿崎町立下牧小学

校教頭、新津市立満日小学校長を経て、平成元年4

月、赤坂小学校長、翌年4月からは安田幼稚園長

を兼務し、平成3年 3月に定年退職されました。

　この間、県内の小中学校や町立幼稚園の教育現

場のみならず、教育行政分野にも尽力されました。坂
さか

詰
づめ

 好
よし

以
い

さん（保田）

瑞宝双光章瑞宝双光章

高齢者叙勲
（5月 1日）

教育功労

寄付

　6月14日、「第23回緑の少年団育成チャリティーゴ

ルフ大会」が開催されました。48人の参加者から集まっ

たチャリティー金12万円は、市村保永委員長から岩

村教育長へ緑の少年団の活動に役立ててほしいと寄付

されました。

　緑の少年団は市内の小学4～6年生が対象で、今

年度は20人の団員が五頭連峰少年自然の家でのキャ

ンプや森林整備活動に取り組みます。

　6月26日、新潟いのちの電話後援会下越支部の高

澤大介支部長と武田真副支部長が市役所を訪問し、市

内中学生向けの自殺防止カード1500枚とポスター15

枚を寄贈しました。

　このカード・ポスターは、実際に中学生の意見を聴

いて作成されたもので、温かみのあるデザインと優し

い言葉遣いに配慮されており、「内緒にするから悩みを

聴かせてほしい」とのメッセージが込められています。

豊
か
な
緑
を
次
世
代
へ

●
押
切
外
四
ヶ
大
字
財
産
区

大
切
な
命
を
守
り
た
い

●
新
潟
い
の
ち
の
電
話
後
援
会

表彰

　6 月 14 日、新潟県自治会館（新潟市中央区）

で開催された第 38 回食生活改善のつどいにおい

て、新澤佳子さん（下ノ橋）が新潟県食生活改善

推進委員協議会優良会員として表彰されました。

　新澤さんは、平成 8年 4月から京ヶ瀬村の食生

活改善推進委員として活動。入会当初から現在ま

で、食生活改善推進委員協議会副会長や理事を務

めるなど、長年の功績が認められました。

　7月 19 日、新潟テルサ（新潟市中央区）で開

催された県民交通安全フェアにおいて、堀越小学

校（小野裕子校長）が交通安全優良校として交通

安全対策連絡協議会長表彰を受賞しました。

　児童に対する交通安全教室の計画的・継続的な

実施や、春・秋の全国交通安全運動で PTA等と

連携し街頭指導を行うなど地域の交通安全活動へ

の積極的な参画が認められたものです。

優
良
会
員
表
彰

●
新
澤
佳
子
さ
ん

協
議
会
長
表
彰

●
堀
越
小
学
校

左から、岩村教育長、市村委員長左から、岩村教育長、市村委員長左から、武田副支部長、田中市長、高澤支部長左から、武田副支部長、田中市長、高澤支部長

小野 校長小野 校長
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宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン
タ
ー

あ
か
ま
つ
荘
催
し

◎
歌
と
踊
り
の
発
表
会

▼
日
時
＝
8
月
19
日
（
日
）
正
午
〜

▼
出
演
＝
明
間
隆
雄
と
愉
快
な
仲
間
た

ち
（
阿
賀
野
市
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
宝
珠
温
泉
保
養
セ
ン

タ
ー
あ
か
ま
つ
荘　

☎
68
‐
５
７
２
６

昔
語
り
の
会

▼
日
時
＝
8
月
19
日
（
日
）
午
前
11
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資

料
館
「
農
家
の
居
間
」

▼
定
員
＝
35
人

▼
入
場
料
＝
無
料

▼
語
り
手
＝
あ
が
の
お
話
の
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ふ
る
さ
と
農
業

歴
史
資
料
館　

☎
63
‐
１
７
２
２

平
成
30
年
度
新
潟
県
少
年
の
主
張
大
会

わ
た
し
の
主
張

三
市
北
蒲
原
地
区
大
会

　

新
発
田
市
・
阿
賀
野
市
・
胎
内
市
・

聖
籠
町
か
ら
選
出
さ
れ
た
中
学
生
10 

人
が
、
日
頃
考
え
て
い
る
意
見
を
発
表

し
ま
す
。
聖
籠
町
立
聖
籠
中
学
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
22
日
（
水
） 

午
後
1
時

30
分
〜
4
時

▼
会
場
＝
聖
籠
町
町
民
会
館
（
聖
籠
町

大
字
諏
訪
山
１
２
８
０
番
地
）

▼
定
員
＝
２
０
０
人

▼
そ
の
他
＝
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
新
発
田
地
域

振
興
局 

健
康
福
祉
環
境
部 

地
域
福
祉

課　

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
２
９

県
立
新
発
田
病
院

市
民
公
開
講
座

　

市
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
的
な
日
常
生

活
に
役
立
つ
最
新
の
医
療
情
報
を
お
届

け
す
る
た
め
、「
市
民
公
開
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
1
日
（
土
） 

午
後
1
時

30
分
〜
3
時

▼
会
場
＝
新
発
田
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー 

「
講
堂
」（
新
発
田
市
中
央
町
5

‐
8
‐
47
）

▼
メ
イ
ン
テ
ー
マ
＝
「
知
っ
て
、
治
そ

う
、
胃
が
ん
！
」

①
胃
が
ん
の
診
断
と
内
視
鏡
治
療

・ 

講
師
…
県
立
新
発
田
病
院 

消
化
器

内
科
医
長 

佐
藤
聡
史
医
師

②
胃
が
ん
の
手
術
療
法

・ 

講
師
…
県
立
新
発
田
病
院 

消
化
器

外
科
部
長 

畠
山
悟
医
師

③
胃
が
ん
の
化
学
療
法

・ 

講
師
…
県
立
新
発
田
病
院 

消
化
器

外
科
医
長 

小
林
雄
司
医
師

▼
そ
の
他
＝
入
場
無
料
・
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
県
立
新
発
田
病
院 

公
開
講
座
委
員
会
事
務
局 

地
域
連
携

セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
２
１
（
代
表
）

催　
　

し

全
て
無
料
で
参
加
で
き
ま
す

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

　

市
で
は
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
無
料

で
、
気
軽
に
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

「
塾
の
コ
ン
ビ
ニ
」
を
開
設
し
て
い
ま

す
。

◎
親
子
あ
そ
び
塾

◎ 

に
こ
に
こ
木
育
広
場

　

幼
児
期
に
自
然
素
材
に
多
く
触
れ
る

こ
と
は
、
子
ど
も
の
豊
か
な
心
の
成
長

に
良
い
効
果
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
木
の
お
も
ち
ゃ
を
通
し
て
見
え
て

く
る
も
の
を
親
子
で
感
じ
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
日
時
＝
8
月
5
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
岡
田
真
弓
氏
（
お
も
ち
ゃ
コ

ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎ 
カ
メ
ラ
で
親
子
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・

ベ
ビ
ー
フ
ォ
ト
教
室

▼
日
時
＝
8
月
31
日
（
金
）
午
前
10
時

20
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
荒
木
亜
紀
氏
（
ロ
イ
ヤ
ル
セ

ラ
ピ
ス
ト
協
会
認
定
講
師
）

▼
定
員
＝
6
組
（
初
参
加
の
人
優
先
）

▼
持
ち
物
＝
カ
メ
ラ
ま
た
は
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
、
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
子
ど
も
連
れ
の
参
加
可

◎ 

ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
＆
マ
マ
ヨ
ガ

▼
日
時
＝
8
月
10
日
（
金
）
午
前
10
時

30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
Ａ
ｋ
ｅ
ｍ
ｉ
（
ジ
ャ
パ
ン
ベ
ビ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
会
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー

ジ
＆
ベ
ビ
ー
ヨ
ガ
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

認
定
講
師
）

▼
定
員
＝
10
組
（
※
要
事
前
予
約
）

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

バ
ス
タ
オ
ル
、
汗
ふ
き
タ
オ
ル
、
飲
み

物▼
対
象
者
＝
首
が
座
っ
た
頃
（
約
3
か

月
）
〜
歩
く
前
（
約
1
歳
未
満
）
の
赤

ち
ゃ
ん
と
母
親

▼
申
込
方
法
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ
に
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

 

◎ 

み
ん
な
で
運
動
し
よ
う
！
に
こ
に

こ
元
気
っ
子
く
ら
ぶ

▼
日
時
＝
8
月
18
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
土
岐
一
希
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

阿
賀
野
市
総
合
型
ク
ラ
ブ
指
導
員
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

◎
親
子
え
い
ご
塾

　

（
Ｇ
ｏ
！ 

Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

　

基
本
の
Ａ
Ｂ
Ｃ
と
毎
月
変
わ
る
テ
ー

マ
で
、
親
子
で
遊
び
な
が
ら
、
楽
し
く

英
語
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
22
日
（
水
）、26
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

▼
講
師
＝
ダ
フ
ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス

タ
ー
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

☎
62
‐
５
５
８
１

◎ 

新
潟
大
学
医
学
部　
　

健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
の
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
か
ら
講
師
を
招
き
、
市
民
の
健
康
増

進
や
病
気
の
悪
化
防
止
の
た
め
に
開
催

し
ま
す
。

　

今
回
は
整
形
外
科
に
関
す
る
講
座

で
、
腰
痛
に
つ
い
て
の
正
し
い
知
識
を

学
び
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
22
日
（
水
）
午
後
2
時

〜
3
時
30
分

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

1
階 

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
内
容
＝
（
仮
題
）「
腰
痛
の
予
防
と

対
策
」

▼
講
師

・ 

講
義
…
渡
邊
慶
氏
（
新
潟
大
学
医
学

部
講
師
）

・ 

予
防
講
座
…
健
康
推
進
課
職
員

▼
定
員
＝
先
着
１
５
０
人
程
度
（
要
申

し
込
み
）

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
50

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他
＝
あ
ら
か
じ
め
講
師
に
聞
い

て
み
た
い
質
問
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
み

時
に
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
地
域
医

療
推
進
課 

地
域
医
療
推
進
係
（
内
線

２
２
６
２
）

あ
が
の
市
民
病
院

糖
尿
病
教
室

　

あ
が
の
市
民
病
院
で
は
市
民
の
皆
さ

ん
の
健
康
づ
く
り
の
一
助
と
し
て
糖
尿

病
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

糖
尿
病
と
診
断
さ
れ
て
間
も
な
い
人

や
そ
の
家
族
、
基
礎
的
な
知
識
を
学
び

た
い
人
向
け
の
入
門
編
と
な
っ
て
い
ま

す
。
糖
尿
病
の
専
門
医
が
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
23
日
（
木
）、
9
月
27

日
（
木
）、
10
月
25
日
（
木
）
午
後
1

時
30
分
〜
2
時

▼
会
場
＝
あ
が
の
市
民
病
院
2
階 

「
第

2
会
議
室
」

▼
講
師
＝
あ
が
の
市
民
病
院 

糖
尿
病
・

生
活
習
慣
病
予
防
治
療
セ
ン
タ
ー 

橋

本
浩
平
医
師

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
申
し
込
み
＝
不
要
（
教
室
開
催
各
日

に
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
市
民
病
院

☎
62
‐
２
７
８
０

渡邊 慶 氏

安 田 支 所  ☎ 68ー3000
安田公民館・体育館  ☎ 68ー3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67ー2111
市立図書館  ☎ 67ー2500

阿賀野市役所  ☎ 62ー2510
水原総合体育館  ☎ 62ー0656
水原公民館  ☎ 62ー2028
あがの市民病院  ☎ 62ー2780
上下水道局  ☎ 62ー2159
消 防 本 部  ☎ 62ー2058

笹 神 支 所  ☎ 62ー4141
学校教育課  ☎ 62ー2790
生涯学習課  ☎ 62ー5322
農業委員会  ☎ 62ー2420
笹神体育館  ☎ 61ー2111
ふれあい会館  ☎ 63ー8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

8
月
24
日
（
金
） 

◎
開
幕
セ
レ
モ
ニ
ー　

※
小
雨
決
行

　

▼
時
間
＝
午
後
4
時
30
分
〜
5
時
20
分

　

▼
場
所
＝
水
原
商
工
会
前

　

▼
出
演
＝ 

庚
町
神
楽
（
午
後
5
時
〜
5
時
20
分
）

◎
神
楽
と
獅
子
の
共
舞　

※
小
雨
決
行

　

▼
時
間
＝
午
後
5
時
40
分
〜
7
時

　

▼
場
所
＝
か
ど
や
製
パ
ン
前
交
差
点

◎
民
踊
流
し
大
会　

※
小
雨
決
行

　

 

▼
時
間
＝
午
後
7
時
20
分
〜
8
時
30
分

　

 

▼
場
所
＝
水
原
本
町
通
り
（
お
ん
こ
茶
屋
前
〜
水
原
代

官
所
前
）

◎
ザ
・
灯
籠
来
舞　

※
雨
天
決
行

　

▼
時
間
＝
午
後
7
時
30
分
〜
9
時
30
分

　

 

▼
場
所
＝
水
原
本
町
通
り
（
旧
丸
岡
医
院
前
〜
水
原
代

官
所
前
）

8
月
25
日
（
土
）  

◎
瓢
湖
大
花
火
大
会

　

※
雨
天
順
延

　

（
共
催
＝
市
観
光
協
会
）

　

▼
時
間
＝
午
後
7
時
30
分
〜
8
時
30
分

　

▼
場
所
＝
瓢
湖
湖
畔

そ
の
他  

◎
水
原
ま
つ
り
大
噴
水　

※
雨
天
順
延

　

 

▼
日
時

　

・ 

8
月
19
日
（
日
）
ま
で
の
土
曜
・
日
曜
、
午
後
7
時
〜

9
時

　

・ 

8
月
25
日
（
土
・
瓢
湖
大
花
火
大
会
当
日
）、
午
後
6

時
30
分
〜
7
時
30
分
、
花
火
終
了
時
〜
午
後
9
時

　

▼
場
所
＝
瓢
湖
湖
畔

◎ 

水
原
ま
つ
り
や
瓢
湖
大
花
火
大
会
、
神
社
大
祭
の
実
施

に
伴
う
交
通
規
制
（
お
願
い
）

　

水
原
ま
つ
り
等
の
期
間
中
は
、
水
原
本
町
商
店
街
を
中

心
に
路
上
で
各
種
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

会
場
と
な
る
道
路
で
は
交
通
規
制
を
行
い
、
安
全
・
安

心
な
「
歩
行
者
天
国
」
に
し
ま
す
。
自
転
車
を
含
む
車
両

全
般
の
通
行
が
で
き
な
く
な
り
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

し
ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
主
催
＝
水
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会

▼
問
い
合
わ
せ
＝
水
原
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
商

工
観
光
課
内
・
内
線
２
３
５
１
・
２
３
５
２
）

時
0
分

第第
4444
回回  

水水
原
ま
つ

原
ま
つ
りり
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電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

催　
　

し

新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫

雲
寺
さ
え
ず
り
の
里
催
し

◎ 

シ
ギ
・
チ
ド
リ
観
察
会　

　

浜
辺
を
散
策
し
な
が
ら
、
シ
ギ
や
チ

ド
リ
を
観
察
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
26
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
11
時

▼
集
合
場
所
＝
聖
籠
町
海
の
に
ぎ
わ

い
館
駐
車
場
（
聖
籠
町
大
字
網
代
浜

１
６
１
２
‐
5
）

▼
持
ち
物
＝
飲
み
物
、
帽
子
、
タ
オ
ル

◎ 

マ
ツ
ム
シ
の
声
を
楽
し
む
会

　

夕
暮
れ
の
公
園
を
散
策
し
、
秋
の
虫

の
音
を
楽
し
み
ま
す
。

▼
日
時
＝
9
月
1
日
（
土
）
午
後
6
時

〜
8
時

▼
会
場
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
紫
雲

寺
さ
え
ず
り
の
里
（
新
発
田
市
藤
塚
浜

海
老
池
）

▼
持
ち
物
＝
懐
中
電
灯

◎ 

共
通
事
項

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

　

詳
し
く
は
、
愛
鳥
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
（http

://w
w
w
.p
ref.niig

ata.

lg
.jp
/aicho

/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
愛
鳥
セ
ン

タ
ー
紫
雲
寺
さ
え
ず
り
の
里

☎
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
０

Ⓕ
０
２
５
４
‐
41
‐
４
５
０
１

仮
装
も
大
歓
迎
！

出
湯
納
涼
盆
踊
り
大
会

　

焼
き
鳥
、
か
き
氷
、
綿
あ
め
が
無
料

で
す
（
な
く
な
り
次
第
終
了
）。
豪
華

景
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
あ
り
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
18
日
（
土
）
午
後
7
時

30
分
〜　

※
雨
天
中
止

▼
会
場
＝
出
湯
温
泉
共
同
駐
車
場
（
バ

ス
ロ
ー
タ
リ
ー
左
折
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
出
湯
納
涼
盆
踊
り
大

会
実
行
委
員
会　

橋
本

☎
０
９
０
‐
２
５
２
２
‐
０
１
５
６

お
知
ら
せ

資
産
を
有
効
活
用
し
ま
せ
ん
か
？

空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク

　

売
却
ま
た
は
賃
貸
を
希
望
す
る
空
き

家
・
空
き
地
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
制
度
概
要
＝
所
有
者
が
市
に
届
け
出

を
行
い
ま
す
。
市
は
物
件
の
現
地
調
査

を
行
っ
た
上
で
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン

ク
に
登
録
後
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

周
知
し
ま
す
。

▼
対
象
物
件
＝
市
内
で
個
人
が
居
住
目

的
と
し
て
建
築
し
、
現
に
居
住
し
て
い

な
い
物
件
（
近
く
居
住
し
な
く
な
る
予

定
の
も
の
を
含
む
）
お
よ
び
空
き
地
。

▼
注
意
事
項

・ 

市
は
、
空
き
家
・
空
き
地
情
報
の
紹

介
や
連
絡
調
整
の
み
を
行
い
、
交
渉
、

契
約
に
対
す
る
あ
っ
せ
ん
、
仲
介
は

行
い
ま
せ
ん
。

・ 

市
で
は
、
登
録
物
件
に
対
す
る
維
持

管
理
は
一
切
行
い
ま
せ
ん
。

・ 

空
き
地
は
、
売
買
の
み
で
、
賃
貸
は

取
り
扱
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

都
市
計
画

建
築
係
（
内
線
２
３
１
８
）

8
月
13
日
（
月
）
〜
15
日
（
水
）

学
校
職
員
が

不
在
と
な
り
ま
す

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
市
立
小
中
学

校
の
職
員
に
対
し
、
8
月
13
日
か
ら
15

日
を
「
年
次
有
給
休
暇
ま
た
は
夏
季
休

暇
の
優
先
取
得
日
」
と
し
て
指
定
し
た

の
で
、
そ
の
期
間
、
学
校
に
職
員
が
不

在
と
な
り
ま
す
。

▼
職
員
が
不
在
と
な
る
日
＝
８
月
13
日

（
月
）
〜
15
日
（
水
）
３
日
間

▼
職
員
が
不
在
と
な
る
学
校
＝
市
立
小

中
学
校

▼
緊
急
連
絡
先

①
各
学
校
が
指
定
す
る
連
絡
先

② 

①
に
連
絡
が
つ
か
な
い
場
合
…
学
校

教
育
課　

☎
62
‐
２
７
９
０

平
和
祈
念
の
黙
と
う
の

呼
び
か
け

　

原
爆
に
よ
っ
て
亡
く
な
ら
れ
た

48
万
4
千
人
を
超
え
る
犠
牲
者
の
御
冥

福
と
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
祈
念
し
、

全
市
民
に
1
分
間
の
黙
と
う
を
呼
び
か

け
ま
す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

▼
日
時

◎
原
爆
被
災
の
日

・ 

8
月
6
日
（
月
）
8
時
15
分
〔
広
島
〕

・ 

8
月
9
日
（
木
）
11
時
2
分
〔
長
崎
〕

◎
終
戦
記
念
日

・ 

8
月
15
日
（
水
）
正
午

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政
策
・
市
民
協

働
課 

政
策
推
進
係
（
内
線
２
２
２
０
）

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き

に
は
届
け
出
を
！

　

建
物
を
取
り
壊
し
た
と
き
は
、
市
役

所
税
務
課
ま
た
は
各
支
所
に
届
け
出
を

お
願
い
し
ま
す
。
家
屋
取
壊
し
届
出
書

は
、
税
務
課
、
各
支
所
に
あ
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。

　

届
け
出
後
、
市
が
現
地
の
調
査
・
確

認
を
行
い
、
次
年
度
か
ら
取
り
壊
さ
れ

た
建
物
は
課
税
さ
れ
な
く
な
り
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
税
務
課 

資
産
税
係

（
内
線
２
６
６
３
）

猫
は
家
の
中
で

飼
い
ま
し
ょ
う

　

猫
の
フ
ン
尿
や
鳴
き
声
に
関
す
る
苦

情
が
増
え
て
い
ま
す
。
飼
い
主
が
気
付

か
な
い
う
ち
に
他
人
の
敷
地
に
侵
入
し

て
迷
惑
を
か
け
て
い
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
室
内
で
飼
育
す
る
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

◎
室
内
飼
育
の
メ
リ
ッ
ト

①
交
通
事
故
に
遭
わ
な
く
て
済
む

② 

フ
ン
尿
や
鳴
き
声
で
近
所
迷
惑
に
な

ら
な
い

③
病
気
に
感
染
し
に
く
い

　

猫
を
外
に
出
す
と
、
交
通
事
故
や
病

気
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
寿
命
が
短
く
な

る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

環
境

係
（
内
線
２
１
０
８
）

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

▼
射
撃
訓
練
＝
8
月
1
日
（
水
）
〜
3

日
（
金
）、
5
日
（
日
）、
21
日
（
火
）、

27
日
（
月
）
〜
31
日
（
金
）
午
前
8
時

〜
午
後
5
時

▼
空
砲
等
訓
練
＝
8
月
2
日
（
木
）
〜

3
日
（
金
）
午
前
8
時
〜
午
後
5
時

◎ 

演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、
許
可

が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
駐
屯
地

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

盆
花
を
販
売
し
ま
す

▼
日
時

・ 

8
月
12
日
（
日
）
午
前
7
時
30
分
〜

午
後
3
時

・ 

8
月
13
日
（
月
）
午
前
8
時
〜
正
午

※
な
く
な
り
次
第
終
了

▼
会
場
＝
ゆ
う
き
ふ
れ
あ
い
即
売
所

▼
販
売
価
格
＝
1
束
３
０
０
円

▼
問
い
合
わ
せ
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の

森 

ゆ
う
き
ふ
れ
あ
い
即
売
所

☎
66
‐
２
２
９
９

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

FM 76.1MHz
 

　　　　　　　　災害時には、FMにいつ（周波数 76.1MHz）で市の災害情報を放送します。

 

お盆期間（8月 11 日～ 17 日）の業務予定
期　日

施設・業務名等
11 日

（土・祝）
12 日
（日）

13 日
（月）

14 日
（火）

15 日
（水）

16 日
（木）

17 日
（金）

市役所・各支所・上下水道局 休み 平常どおり

あがの市民病院 休み 平常どおり 休み 平常どおり

市営バス 休み ※ 1 休み 平常どおり

阿賀北葬斎場 平常どおり 休み 平常どおり

ごみ収集 休み 平常どおり

環境センター 休み 平常どおり

し尿収集 休み 平常どおり 休み 平常どおり

各公民館・体育館・スポーツ施設 平常どおり

図
書
館
（室）

市立（京ヶ瀬） 平常どおり 休み 平常どおり 休み 平常どおり

水原中学校市民 平常どおり 午後 5時閉室 平常どおり 休み

笹神・安田 平常どおり

吉田東伍記念博物館 平常どおり 休み 平常どおり

コミュニティセンター城のうち 休み 平常どおり

保健福祉センター京和荘 ※2 休み 平常どおり

福祉会館 平常どおり 休み 平常どおり

コミュニティセンター瓢湖憩の家 平常どおり 休み 平常どおり

神山ふれあいの家 平常どおり

やすだ児童クラブ 休み 平常どおり

コスモス児童クラブ 休み 平常どおり

あがの子育て支援センターにこにこ 平常どおり 休み 平常どおり

病児保育室 おひさま 休み 平常どおり 休み 平常どおり

宝珠温泉保養センターあかまつ荘 平常どおり 休み 平常どおり

リズム・ハウス瓢湖 平常どおり

五頭山麓いこいの森キャンプ場 平常どおり

五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森

ゆうきふれあい即売所 平常どおり 午前 8時～正午 休み 平常どおり

情報発信館・体験学習館 平常どおり 休み 平常どおり

水原代官所・水原ふるさと農業歴史資料館 平常どおり 休み 平常どおり

天朝山文化交流の家 平常どおり 休み 平常どおり

上記以外の施設は、各施設の通常の休館日等によります。

※ 1　 11 日（土・祝）は五頭温泉郷線のみ、12 日（日）は五頭温泉郷線と寺社線のみ運行します。

※ 2　 保健福祉センター京和荘のうち、京ヶ瀬公民館部分（1階の多目的ホール、2階の集会室・和室・小会議室・

調理実習室）については、お盆期間も平常どおり開館します。

8
月
は
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
月
間
で
す

　

農
地
の
確
保
と
有
効
利
用
を
図
る
た

め
、
8
月
を
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
月
間
に

設
定
し
て
い
ま
す
。

　

全
て
の
農
地
を
対
象
に
次
の
①
〜
⑧

を
調
査
し
ま
す
。
特
に
①
・
②
を
重
点

的
に
実
施
し
ま
す
。

①
遊
休
農
地
の
実
態
把
握
と
是
正
指
導

② 

農
地
の
違
反
転
用
の
早
期
発
見
と
是

正
指
導

③ 

農
地
へ
の
不
法
投
棄
の
早
期
発
見
と

是
正
指
導

④ 

農
地
法
の
許
可
（
届
け
出
）
案
件
の

履
行
状
況
の
調
査
・
確
認

⑤
利
用
権
設
定
等
農
地
の
状
況
調
査

⑥ 

相
続
税
・
贈
与
税
の
特
例
適
用
農
地

の
営
農
状
況
等
の
調
査
・
確
認

⑦
仮
登
記
農
地
の
利
用
状
況
の
確
認

⑧ 

農
業
者
年
金
制
度
に
か
か
る
特
定
処

分
農
地
の
営
農
状
況
等
の
調
査
確
認

※ 

違
反
転
用
や
不
法
投
棄
な
ど
不
適
切

な
農
地
管
理
の
情
報
を
持
っ
て
い
る

場
合
は
、
情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
農
業
委
員
会
事
務
局

（
笹
神
支
所
内
）
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木
造
住
宅
耐
震
診
断
等
支
援
事
業

あ
な
た
の
住
宅
は

安
全
で
す
か
？

　

市
で
は
、地
震
に
よ
る
建
物
の
倒
壊
、

崩
壊
か
ら
生
命
と
財
産
を
守
る
た
め
に

耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
設
計
や
耐
震
改

修
等
の
費
用
を
補
助
し
ま
す
。

◎
耐
震
診
断
（
無
料
）

▼
対
象
住
宅

　

次
の
事
項
の
全
て
に
該
当
す
る
住
宅
。

① 

市
内
に
所
在
し
、
所
有
者
ま
た
は
3

親
等
以
内
の
親
族
が
居
住
し
て
い
る

② 

昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
建
築
さ

れ
、
ま
た
は
工
事
が
着
手
さ
れ
た
木

造
住
宅

③ 

一
戸
建
て
（
店
舗
・
事
務
所
併
用
住

宅
で
、
延
面
積
の
2
分
の
1
以
上
が

住
宅
用
に
供
し
て
い
る
も
の
）

④
地
上
2
階
建
て
以
下

⑤
特
定
工
法
に
よ
り
建
築
さ
れ
て
い
な
い

⑥ 

補
助
を
受
け
て
耐
震
診
断
を
行
っ
て

い
な
い

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
5
戸
程
度

▼
受
付
期
間

・ 

第
2
回
…
8
月
17
日
（
金
）
〜
24
日
（
金
）

・ 

第
3
回
…
11
月
15
日
（
木
）
〜
22
日
（
木
）

※ 

予
定
戸
数
に
達
し
次
第
、
受
付
期
間

の
途
中
で
も
受
け
付
け
を
終
了
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
耐
震
設
計

▼
対
象
建
築
物

　

市
の
支
援
事
業
に
よ
り
耐
震
診
断
を

受
け
、
か
つ
評
点
が
1
・
0
未
満

▼
補
助
金
額
＝
耐
震
設
計
に
要
す
る
費

用
の
2
分
の
1
以
内
（
上
限
10
万
円
）

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
2
戸
程
度

▼
受
付
期
限
＝
11
月
22
日
（
木
）

◎
耐
震
改
修
等

○
一
般
耐
震
補
強
工
事

　

市
の
支
援
事
業
に
よ
り
耐
震
設
計
を

行
い
、
か
つ
評
点
が
1
・
0
以
上

▼
補
助
金
額
＝
次
の
①
、
②
を
合
計
し

た
額

① 

耐
震
補
強
工
事
に
要
す
る
費
用
の
3

分
の
1
（
上
限
50
万
円
）

② 

①
で
算
出
し
た
額
の
2
分
の
1
（
上

限
15
万
円
）

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
2
戸
程
度

▼
受
付
期
限
＝
11
月
22
日
（
木
）

○
部
分
耐
震
補
強
工
事

　

市
の
支
援
事
業
に
よ
り
耐
震
設
計
を

行
い
、
か
つ
評
点
が
0
・
7
以
上

▼
補
助
金
額
＝
部
分
耐
震
補
強
工
事
に

要
す
る
費
用
の
3
分
の
1
（
上
限
30
万
円
）

※ 

高
齢
者
等
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は

上
限
50
万
円

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
1
戸
程
度

▼
受
付
期
限
＝
11
月
22
日
（
木
）

○
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置
工
事

　

市
の
支
援
事
業
に
よ
り
耐
震
診
断
を

受
け
、
か
つ
評
点
が
1
・
0
未
満

▼
補
助
金
額
＝
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

に
要
す
る
費
用
の
3
分
の
1
（
上
限

10
万
円
）

※ 

高
齢
者
等
世
帯
に
該
当
す
る
場
合
は

上
限
20
万
円

▼
募
集
予
定
戸
数
＝
1
戸
程
度

▼
受
付
期
限
＝
11
月
22
日
（
木
）

◎
共
通
事
項

▼
申
込
方
法
＝
申
請
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
市
役
所
3
階
建
設
課
へ
直

接
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
申
請
書
は
建

設
課
に
あ
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

都
市
計
画

建
築
係
（
内
線
２
３
１
６
・
２
３
１
８
）

あ
な
た
の
浄
化
槽
は

大
丈
夫
？

　

浄
化
槽
を
使
用
し
て
い
る
人
は
、
法

定
検
査
と
維
持
管
理
（
保
守
点
検
、清
掃
）

が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

◎
法
定
検
査
と
は

・ 

7
条
検
査
…
新
た
に
浄
化
槽
を
設
置

し
た
後
、
正
常
に
機
能
し
て
い
る
か
を

調
べ
る
検
査
（
設
置
後
に
1
回
）
で
す
。

・ 
11
条
検
査
…
浄
化
槽
の
維
持
管
理
が

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
、
放
流
水

は
基
準
に
あ
っ
て
い
る
か
を
調
べ
る

検
査
（
年
1
回
）
で
す
。

◎
保
守
点
検
と
は

　

家
庭
か
ら
出
る
汚
水
が
正
し
く
処
理

さ
れ
る
よ
う
に
、
汚
泥
の
管
理
や
浄
化

槽
内
の
装
置
・
付
属
機
器
を
点
検
す
る

作
業
（
人
槽
に
よ
り
回
数
は
異
な
る
）

で
す
。
県
に
登
録
さ
れ
て
い
る
「
保
守

点
検
業
者
」
に
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
清
掃
と
は

　

浄
化
槽
内
に
生
じ
た
汚
泥
な
ど
の
引

抜
や
槽
内
の
洗
浄
・
調
整
な
ど
、
浄
化

槽
の
機
能
を
正
常
に
維
持
す
る
た
め
に

必
要
な
作
業
（
原
則
年
1
回
以
上
）
で

す
。
浄
化
槽
の
清
掃
は
、
市
の
許
可
を

受
け
た
清
掃
許
可
業
者
に
依
頼
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※ 

下
水
道
供
用
開
始
区
域
の
人
は
、
下

水
道
へ
の
早
期
接
続
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局 

下
水

道
維
持
係　

☎
62
‐
２
８
３
３

防
災
行
政
無
線
の
内
容
は

電
話
で
確
認
で
き
ま
す

　

市
で
は
、
災
害
時
の
情
報
や
防
犯
情

報
、
有
害
鳥
獣
情
報
な
ど
を
防
災
行
政

無
線
を
使
っ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
お

知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

放
送
内
容
は
安
全
安
心
メ
ー
ル
で
送

信
さ
れ
る
ほ
か
、
電
話
自
動
応
答
で
も

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
放
送
内

容
を
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
場
合
や
も
う

一
度
確
認
し
た
い
場
合
は
電
話
自
動
応

答
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
電
話
自
動
対
応

☎
０
２
５
０
‐
62
‐
８
１
５
０

▼
問
い
合
わ
せ
＝
危
機
管
理
課 

危
機

管
理
係
（
内
線
２
２
３
２
）

ハ
ス
の
花
を
販
売
し
ま
す

▼
日
時
＝
8
月
12
日
（
日
）
午
前
7
時

〜
な
く
な
り
次
第
終
了

▼
会
場
＝
瓢
湖
・
白
鳥
観
察
舎
前

▼
販
売
数
量
＝
3
千
本

▼
販
売
額
＝
ハ
ス
・
１
０
０
円
／
本
、

葉
・
50
円
／
枚
、
ハ
ス
の
実
・
１
０
０

円
／
本

▼
問
い
合
わ
せ
＝（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
62
‐
１
３
６
５

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

緑
の
募
金

　

大
勢
の
皆
さ
ん
の
協
力
に
よ
り
、
募

金
総
額
が
１
０
７
万
４
７
２
９
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

こ
の
募
金
は
、
国
土
の
緑
化
推
進
に

充
て
る
た
め
、（
公
社
）
に
い
が
た
緑

の
百
年
物
語
緑
化
推
進
委
員
会
へ
送
金

し
ま
し
た
。

■平成 30 年募金内訳

家庭（自治会）募金 931,187 円

学校募金 56,155 円

職場募金 66,385 円

団体募金 15,000 円

募金箱（窓口）募金ほか 451 円

街頭募金 5,551 円

合計  1,074,729円

※  8 月上旬に募金をした団体へ植樹用苗木
の申請案内を送付します。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
農
林
課 

農
林
整
備

係
（
内
線
２
６
７
９
）

お
知
ら
せ

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

6 月 28 日入札   建設工事等発注状況

工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

金渕 -4 マンホールポンプ設備 No.2 ポ
ンプ緊急交換

㈱都市環境 2,376,000 円 88.7% 指名競争 90 日間 6

結マンホールポンプ設備 No.1・No.2
ポンプ緊急交換

㈱都市環境 1,479,600 円 92.6% 指名競争 90 日間 6

京ヶ瀬地区公園樹木整備委託 ㈱小林造園 4,860,000 円 97.8% 指名競争 120 日間 8

側溝清掃汚泥処分業務委託 ㈲韮澤建設 3,682,800 円 97.9% 指名競争 30 日間 5

平成 30 年度阿賀野市職員ストレス
チェック業務委託

（一社）新潟県労
働衛生医学協会

615,600 円 100.0% 指名競争 H31.03.31 2

阿賀野市戦没者追悼式祭壇設営等業務
委託

㈱阿賀野市民
ホール

765,000 円 87.5% 指名競争 H30.10.13 2

7 月 5 日入札  
工事（委託業務・物品）名 請負（納入）業者 請負（納入）金額 落札率 入札方法 期間 入札者数

高度救急処置シミュレーター購入
㈱悠久堂医科器
械店

1,689,120 円 96.8% 指名競争 50 日間 5

安田幼稚園複写機賃貸借 ㈱白善商店 6,642 円／月 66.8% 指名競争
H30.07.10
～

H35.07. 9
3

市立学校体育館ウレタン塗布業務委託
㈱五頭クリーン
サービス

1,533,600 円 94.7% 指名競争 H30.08.31 5

第 38 計画区 一筆地調査 ㈱信越測量設計 13,316,400 円 94.7% 指名競争 222 日間 10

第 37‐2計画区 細部測量 ㈱北辰計画 11,685,600 円 94.3% 指名競争 226 日間 10

野地城中潟線地質調査業務委託 ㈱村尾技建 3,801,600 円 79.6% 指名競争 90 日間 8

駒林川河川除草委託 ㈲中野建設 2,160,000 円 99.5% 指名競争 60 日間 7

安野川河川除草委託その 1
㈱宇尾野設計・
機工

2,808,000 円 98.9% 指名競争 60 日間 9

安野川外 1河川除草委託 森山建材㈱ 4,622,400 円 95.3% 指名競争 60 日間 9

七浦川外 2河川除草委託 五百川組 3,218,400 円 96.4% 指名競争 60 日間 8

折居川外 1河川除草委託 ㈱神山企画 3,834,000 円 98.9% 指名競争 60 日間 8

大通川外 1河川除草委託 ㈱坂井建材 3,369,600 円 98.1% 指名競争 60 日間 7

大荒川外 3河川除草委託 ㈱ KOBAKEN 2,052,000 円 96.4% 指名競争 60 日間 6

都辺田川外 3河川除草委託 ㈱阿賀建設 2,970,000 円 96.5% 指名競争 60 日間 10

折居川河川除草委託その 1 ㈱坂井建材 2,624,400 円 98.0% 指名競争 60 日間 8

「公共工事の入札及び契約の適正化の促進に関する法律」（平成 13 年 4月 1日施行）に基づき公表するものです。

■問い合わせ＝管財課 入札契約係（内線 2362）



■お知らせ版 ■お知らせ版

19 18平成 30 年 8 月号 平成 30 年 8 月号

お
知
ら
せ

支
障
枝
伐
採
の
協
力
を

お
願
い
し
ま
す

　

樹
木
な
ど
が
道
路
に
張
り
出
し
て
、

交
差
点
で
の
安
全
確
認
や
通
行
の
支
障

と
な
っ
て
い
る
と
の
苦
情
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

自
宅
や
所
有
地
を
再
度
確
認
し
、
道

路
に
は
み
出
し
て
い
る
樹
木
な
ど
は
、

早
急
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
建
設
課 

庶
務
係
（
内

線
２
３
２
３
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

　

長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か
し

て
み
ま
せ
ん
か
？　

　

ま
ず
は
説
明
会
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
8
月
9
日
（
木
）、
9
月
13

日
（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時
30
分
（
毎

月
第
2
木
曜
）

▼
会
場
＝
福
祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」

▼
対
象
者
＝
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で

働
く
意
欲
の
あ
る
人

▼
内
容
＝
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

事
業
紹
介
・
概
要
説
明

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
問
い
合
わ
せ
＝（
公
社
）市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー　

☎
62
‐
１
３
６
５

個
人
事
業
税
の
納
税
は

お
早
め
に

▼
納
期
限

・ 

第
1
期
…
8
月
31
日
（
金
）

・ 

第
2
期
…
11
月
30
日
（
金
）

▼
納
税
方
法

　

8
月
9
日
頃
に
納
税
通
知
書
を
送
付

し
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融
機
関
・
郵
便

局
・
地
域
振
興
局
県
税
部
で
納
め
て
く

だ
さ
い
。

▼
口
座
振
替

　

預
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
で
申
し

込
み
を
す
る
と
、
次
の
と
お
り
口
座
振

替
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

・ 

今
年
の
7
月
〜
9
月
に
申
込
み
を
し

た
場
合
…
今
年
の
第
2
期
分
か
ら

・ 

今
年
の
10
月
〜
来
年
6
月
に
申
込
み

を
し
た
場
合
…
来
年
の
第
1
期
分
か
ら

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田
地
域
振
興
局

県
税
部 

課
税
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
０
２
４

障
が
い
者
を
虐
待
か
ら

守
り
ま
し
ょ
う

　

障
が
い
者
に
対
す
る
虐
待
を
発
見
し

た
人
は
、
速
や
か
に
こ
れ
を
通
報
す
る

こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

障
が
い
者
へ
の
虐
待
は
、
虐
待
を
し

て
い
る
人
、
受
け
て
い
る
人
に
自
覚
が

あ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
障
が
い
者
虐
待

を
身
近
な
問
題
と
し
て
捉
え
、
未
然
防

止
・
早
期
発
見
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
が

い
者
基
幹
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー
（
内
線

２
１
４
１
）

重
度
心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
事
業
（
県
障
）

受
給
者
証
を
発
送
し
ま
す

　

現
在
の
受
給
者
証
の
有
効
期
間
は
、

8
月
31
日
ま
で
で
す
。
9
月
1
日
か
ら

有
効
の
新
し
い
受
給
者
証
は
、
8
月
下

旬
に
対
象
者
へ
発
送
し
ま
す
。

　

次
の
場
合
は
速
や
か
に
届
け
出
て
く

だ
さ
い
。

・ 

受
給
者
の
氏
名
や
住
所
を
変
更
し
た

と
き

・ 

加
入
し
て
い
る
医
療
保
険
を
変
更
し

た
と
き

・ 

受
給
者
証
を
破
損
、
紛
失
し
た
と
き

▼
問
い
合
わ
せ
＝
社
会
福
祉
課 

障
が

い
福
祉
係
（
内
線
２
１
５
５
）

マ
ン
ホ
ー
ル
カ
ー
ド
の

配
布
を
開
始
し
ま
す

　

暮
ら
し
を
支
え
る
下
水
道
に
親
し
み

を
感
じ
て
も
ら
う
た
め
、「
マ
ン
ホ
ー

ル
カ
ー
ド
」（
下
水
道
広
報
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
企
画
・
監
修
）
の
阿
賀
野
市

版
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

次
の
と
お
り
カ
ー
ド
を
配
布
し
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
11
日
（
土
・
祝
）
午
前

9
時
〜
午
後
5
時

※ 

8
月
12
日
（
日
）
以
降
は
、
休
館
日

（
毎
週
火
曜
、
年
末
年
始
）
を
除
く

毎
日
（
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
）
配

布
し
ま
す
。

▼
場
所
＝
五
頭
山
麓
う
ら
ら
の
森 

情

報
発
信
館

▼
そ
の
他

・ 

カ
ー
ド
は
来
場
者
に
1
人
1
枚
の
み

無
料
配
布
し
ま
す
。

・ 

カ
ー
ド
の
事
前
予
約
や
郵
送
で
の
取

り
扱
い
は
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

配
布
初
日
の
み
先
着
１
０
０
人
に「
五

頭
の
ふ
も
と
の
う
ん
め
水
」
を
1
人

1
本
配
布
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
上
下
水
道
局
下
水
道

維
持
係　

☎
62
‐
２
８
３
３ 

保
護
者
の
た
め
の
就
活

サ
ポ
ー
ト
イ
ベ
ン
ト

　

県
内
企
業
の
情
報
収
集
が
で
き
ま
す
。

◎
に
い
が
た
就
職
応
援
フ
ェ
ス
（
保
護

者
向
け
合
同
企
業
説
明
会
）

▼
日
時
＝
8
月
25
日
（
土
）
午
後
1
時

20
分
〜
4
時
30
分

▼
会
場
＝
朱
鷺
メ
ッ
セ
2
階
「
メ
イ
ン

ホ
ー
ル
」（
新
潟
市
中
央
区
万
代
島
6

‐
1
）

▼
対
象
者
＝
大
学
等
に
在
学
中
の
学
生

の
保
護
者

◎
に
い
が
た
企
業
魅
力
発
見
バ
ス
ツ

ア
ー
（
保
護
者
向
け
企
業
見
学
会
）

▼
期
日
＝
8
月
31
日
（
金
）・
9
月
19

日
（
水
）（
下
越
エ
リ
ア
開
催
）

※
上
・
中
越
エ
リ
ア
で
も
開
催
し
ま
す
。

▼
申
込
方
法
＝
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（h

ttp
://w
w
w
.p
ref.n
iig
ata.

lg
.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
右
上
の
検
索
フ
ォ
ー

ム
に「
保
護
者
向
け
合
同
企
業
説
明
会
」

ま
た
は
「
保
護
者
向
け
企
業
見
学
会
」

と
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
県
総
務
管
理

部 

大
学
・
私
学
振
興
課　

☎
０
２
５

‐
２
８
０
‐
５
２
６
７

消
費
税
軽
減
税
率
制
度

説
明
会

▼
日
時

・ 

8
月
22
日（
水
）①
午
前
10
時
〜
11
時
、

②
午
後
2
時
〜
3
時

・ 

9
月
21
日（
金
）①
午
前
10
時
〜
11
時
、

②
午
後
2
時
〜
3
時

▼
会
場
＝
新
発
田
税
務
署
「
第
1
会
議

室
」（
新
発
田
市
諏
訪
町
1
‐
12
‐
24
）

▼
定
員
＝
各
40
人

▼
持
ち
物
＝
筆
記
用
具

▼
申
込
方
法
＝
事
前
に
電
話
で
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

税
務
署 

法
人
課
税
部
門

☎
０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
６
１

※ 

音
声
案
内
が
流
れ
た
ら
「
2
」
を
選

択
し
て
く
だ
さ
い
。

川
で
遊
ぶ
と
き
は
急
な

増
水
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

川
で
遊
ぶ
と
き
に
は
、
急
な
増
水
に

備
え
、
遊
ぶ
場
所
近
辺
と
そ
の
上
流
部

の
河
川
水
位
や
降
雨
状
況
、
土
砂
災
害

警
戒
情
報
な
ど
を
あ
ら
か
じ
め
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
現
地
で
は
事
前
に
危
険
な

場
所
を
確
認
し
、雨
が
降
り
始
め
た
り
、

水
か
さ
が
増
え
た
り
し
た
場
合
は
、
す

ぐ
に
避
難
し
て
く
だ
さ
い
。

　

河
川
水
位
や
雨
量
な
ど
の
情
報
は
、

「
新
潟
県
土
木
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
」
で

確
認
で
き
ま
す
。
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・ 

新
潟
県
河
川
管
理
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
１
４

・ 

新
潟
県
砂
防
課

☎
０
２
５
‐
２
８
０
‐
５
４
２
４

ま
ず
は
、夏
季
休
暇
か
ら
は
じ
め
よ
う
！

「
仕
事
休や

す

も
っ
化
計
画
」

　

年
次
有
給
休
暇
の
取
得
は
、
心
身
の

疲
労
回
復
な
ど
の
た
め
に
必
要
で
す
。

　

土
曜
、
日
曜
、
夏
季
休
暇
と
年
次
有

給
休
暇
を
組
み
合
わ
せ
て
連
続
休
暇
に

し
、
暑
い
夏
、
仕
事
休
も
っ
化
計
画
を

実
践
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
新
潟
労
働
局 

雇
用

環
境
・
均
等
室

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
３
５
１
１

募 　

集 

参
加
者
募
集

コ
ス
モ
ス
京
ヶ
瀬
ま
つ
り

「
の
ど
自
慢
大
会
」

▼
日
時
＝
10
月
7
日
（
日
）
昼
12
時
30

分
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館
前
「
特
設
ス

テ
ー
ジ
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
曲
目
＝
自
由
（
ジ
ャ
ン
ル
は
問
い
ま

せ
ん
）

▼
申
込
期
限
＝
8
月
31
日
（
金
）

※ 

先
着
10
組
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め

切
り
ま
す
。

※ 

申
込
用
紙
は
公
民
館
・
体
育
館
、
各

支
所
に
あ
り
ま
す
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
の
申

し
込
み
も
可
能
で
す
。

▼
そ
の
他
＝
入
賞
者
に
は
、
豪
華
賞
品

を
贈
呈
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
コ
ス
モ

ス
京
ヶ
瀬
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

（
商
工
観
光
課
内
・
内
線
２
３
５
1
）

Ⓕ
61
‐
２
０
３
７

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

介護保険サービス利用者負担割合を見直しました

　現役並み所得のある人は、平成 30 年 8 月１日以降に介護保険サービスを利用した場合、負担割合が 3割に

見直されました。

■見直しの理由＝介護保険制度を持続可能なものとするため、世代内・世代間の公平な負担、個人の負担能力

に応じた負担をお願いする必要があったことから、今回見直されました。

■対象者・負担割合＝対象者は、介護保険サービスを利用している人で、負担割合は下表のとおりです。

ただし、住民税非課税の人、生活保護受給者、第 2号被保険者（40 歳～ 65 歳未満の人）は 1割負担です。

本人の合計所得金額※1 年金収入＋その他の合計所得金額※2 負担割合

65

歳

以

上

の

人

220万円以上

単身世帯で340万円以上、
または2人以上世帯※3で 463万円以上

3割負担

単身世帯で280万円以上340万円未満
または2人以上世帯※3で 346万円以上463万円未満

2割負担

単身世帯で280万円未満、
または2人以上世帯※3で 346万円未満

1割負担

160万円以上

220万円未満

単身世帯で280万円以上、
または2人以上世帯※3で 346万円以上

2割負担

単身世帯で280万円未満、
または2人以上世帯※3で 346万円未満

1割負担

160万円未満 ― 1割負担

※ 1　「合計所得金額」とは、収入から公的年金等控除や給与所得控除、必要経費を控除した後で、基礎控除や

　人的控除等の控除をする前の所得金額をいいます。長期譲渡所得及び短期譲渡所得に係る特別控除を控除

　した額で計算されます。

※ 2　「その他の合計所得金額」とは、※ 1の「合計所得金額」から、年金の雑所得を除いた所得金額をいいます。

※ 3　「2人以上世帯」とは、同一世帯内で 65 歳以上の人が複数人いる世帯をいいます。

■負担割合の確認＝自分の負担割合については、送付済みの「介護保険負担割合証」（適用期間：平成 30 年 8

月 1日から平成 31 年 7月 31 日まで）で確認してください。

■利用者負担の上限額＝この度、3割負担となった人をはじめ、県市民税課税世帯の場合、1ヵ月あたりの世帯

の利用者負担（1～ 3割負担の部分）の上限額が 44,400 円と定められているため、上限額を超えた部分について、

高額介護（予防）サービス費として、後日返還されます。

■問い合わせ＝高齢福祉課 介護保険係（内線 2122・2124）
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募 　

集 
市
政
モ
ニ
タ
ー
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、広
く
市
民
の
意
見
を
聴
き
、

市
政
へ
の
市
民
参
加
と
開
か
れ
た
市
政

の
実
現
を
図
る
た
め
、
市
政
モ
ニ
タ
ー

を
募
集
し
ま
す
。

▼
職
務
＝
市
政
に
対
す
る
提
言
等
を
行

う
他
、
年
数
回
開
催
す
る
会
議
に
出
席

す
る
こ
と
。

▼
任
期
＝
委
嘱
の
日
〜
平
成
31
年
3
月

31
日

▼
謝
礼
等
＝
会
議
1
回
の
出
席
に
つ
き

4
千
円
（
4
時
間
以
内
の
場
合
）

▼
募
集
人
数
＝
4
人

※
旧
町
村
の
単
位
で
1
人
ず
つ

▼
応
募
資
格

①
市
内
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す

　

る
人

②
満
18
歳
以
上
の
人

③ 

平
日
夜
間
に
開
催
す
る
会
議
へ
の
出

席
が
可
能
な
人

▼
応
募
制
限
＝
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
は
、
応
募
で
き
ま
せ
ん
。

① 

市
議
会
議
員
な
ど
公
選
の
職
に
あ
る

人
② 

常
勤
の
国
家
公
務
員
、
地
方
公
務
員

▼
応
募
方
法
＝
所
定
の
応
募
用
紙
に
①

氏
名
、
②
性
別
、
③
生
年
月
日
、
④
住

所
、
⑤
電
話
番
号
、
⑥
勤
務
先
ま
た
は

通
学
先
、
⑦
略
歴
、
⑧
応
募
の
動
機
ま

た
は
市
政
に
対
す
る
考
え
方
を
明
記
し

て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

応
募
は
、
持
参
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け
ま
す
。

※ 

応
募
用
紙
は
、
市
役
所
２
階
市
長
政

策
・
市
民
協
働
課
に
あ
り
ま
す
。ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も

可
能
で
す
。

▼
募
集
期
間
＝
8
月
1
日
（
水
）
〜
31

日
（
金
）
必
着

▼
選
考
方
法
＝
原
則
と
し
て
応
募
書
類

に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

▼
応
募
先
・
問
い
合
わ
せ
＝
市
長
政
策
・

市
民
協
働
課 

秘
書
広
報
広
聴
係
（
内

線
２
２
１
１
）
Ⓕ
62
‐
０
２
８
１

s
h
im
in
k
y
o
d
o
@
c
ity
.a
g
a
n
o
.

n
iig
ata.jp

平
成
30
年
度
国
税
庁

経
験
者
採
用
試
験

　

国
税
局
や
税
務
署
に
お
い
て
、
税
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
働
く
職
員

（
国
家
公
務
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

▼
受
験
資
格
＝
平
成
30
年
４
月
１
日
に

お
い
て
、大
学
等
（
短
期
大
学
を
除
く
）

を
卒
業
し
た
日
ま
た
は
大
学
院
の
課
程

等
を
修
了
し
た
日
の
う
ち
最
も
古
い
日

か
ら
起
算
し
て
８
年
を
経
過
し
た
人

▼
申
込
方
法

【
原
則
】
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み

　

次
の
ア
ド
レ
ス
へ
ア
ク
セ
ス
し
、
説

明
に
従
っ
て
入
力
し
て
く
だ
さ
い
。

h
ttp
://w
w
w
.jin
ji-s
h
ik
e
n
.g
o
.jp
/

ju
ken
.h
tm
l

▼
受
付
期
間
＝
8
月
3
日
（
金
）
午
前

9
時
〜
8
月
21
日
（
火
）[

受
信
有
効]

▼
試
験
日

・ 

第
1
次
試
験
日
…
9
月
30
日
（
日
）

・ 

第
2
次
試
験
日
…
11
月
3
日
（
土
）、

4
日
（
日
）、10
日
（
土
）、11
日
（
日
）

で
指
定
す
る
1
日

・ 

第
3
次
試
験
日
…
12
月
上
旬
で
指
定

す
る
1
日

▼
問
い
合
わ
せ

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
し
込
み
に
関
す

　

る
問
い
合
わ
せ

人
事
院
人
材
局 

試
験
課　

☎
03
‐

３
５
８
１
‐
５
３
１
１
（
内
線
２
３
３
３
）

午
前
9
時
〜
午
後
5
時
（
土
曜
・
日
曜
・

祝
日
を
除
く
）

○
そ
の
他
の
問
い
合
わ
せ

関
東
信
越
国
税
局 

人
事
第
二
課
試
験
係

☎
０
４
８
‐
６
０
０
‐
３
１
１
１
（
内

線
２
０
９
７
）

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時
（
土
曜
・

日
曜
・
祝
日
を
除
く
）

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟

試
合
観
戦
ご
招
待

　
▼
対
象
試
合
＝
9
月
8
日
（
土
）
午
後

7
時
キ
ッ
ク
オ
フ 

Ｆ
Ｃ
岐
阜
戦

▼
会
場
＝
デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ

ジ
ア
ム
（
新
潟
市
中
央
区
清
五
郎
67
‐

12
）

▼
席
種
＝
自
由
席
（
予
定
）

▼
応
募
方
法
＝
往
復
は
が
き
で
申
し
込

み
／
申
し
込
み
期
限
8
月
29
日
（
水
）

必
着

・ 

往
復
は
が
き
の
往
信
用
裏
面
に
、
①

住
所
、
②
氏
名
、
③
生
年
月
日
、
④

電
話
番
号
、
⑤
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）、
⑥
観
戦
希

望
試
合
と
チ
ケ
ッ
ト
の
希
望
枚
数

（
4
枚
ま
で
）
を
記
載
し
、
返
信
用
表

面
に
返
信
先
（
自
分
）
の
住
所
・
氏

名
を
記
入
の
上
、
宛
先
に
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 

応
募
は
1
世
帯
に
つ
き
1
通
限
り
有

効
で
、
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

・ 

招
待
の
可
否
と
チ
ケ
ッ
ト
引
換
方
法

を
返
信
用
は
が
き
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
。

▼
宛
先
＝
〒
９
５
０
‐
０
９
５
４　

新

潟
市
中
央
区
美
咲
町
2
‐
1
‐
10　

ア

ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
後
援
会
「
試
合
観

戦
ご
招
待
」
係

▼
問
い
合
わ
せ
＝
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新

潟
後
援
会 

村
山

☎
０
２
５
‐
２
８
２
‐
０
０
１
１

市
民
の
掲
示
板

姥
ヶ
橋
運
動
教
室

無
料
体
験
会

　

シ
ャ
キ
！ 

い
き
！ 

健
康
法
と
け
ん

こ
つ
体
操
を
学
ん
だ
講
師
を
迎
え
て
、

手
先
を
動
か
し
た
り
、
ゲ
ー
ム
を
し
た

り
し
な
が
ら
歩
い
た
り
、
シ
ニ
ア
向
け

の
全
身
運
動
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
8
日
（
水
）、22
日
（
水
）

午
前
10
時
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

内
履
き
、
飲
み
物
、
タ
オ
ル

▼
主
催
＝
社
会
教
育
関
係
団
体 

姥
ヶ

橋
運
動
教
室

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
五
十
嵐

☎
67
‐
２
７
２
０

安
田
文
化
協
会 

芳
華
会
主
催

生
け
花
教
室

　

来
客
の
多
い
お
盆
で
す
。
お
も
て
な

し
の
心
で
玄
関
や
床
の
間
に
花
を
生
け

ま
せ
ん
か
？

▼
日
時
＝
8
月
10
日
（
金
）
午
後
7
時

30
分
〜
8
時
30
分

▼
会
場
＝
安
田
公
民
館
１
階 

「
大
集
会
室
」

▼
講
師
＝
安
田
文
化
協
会 

芳
華
会

▼
参
加
費
＝
無
料

※
材
料
費
１
８
０
０
円

▼
定
員
＝
20
人

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
持
ち
物
＝
花
器
、
剣
山
、
ハ
サ
ミ
、

新
聞
紙
1
日
分

※ 

生
け
花
道
具
が
な
い
人
に
は
貸
し
出

し
し
ま
す
。
申
し
込
み
時
に
伝
え
て

く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限
＝
8
月
6
日
（
月
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
公

民
館

昭
和
42
年
度
水
中
卒

50
年
を
祝
う
会

　

昭
和
42
年
度
に
水
原
中
学
校
を
卒
業

し
た
人
（
昭
和
27
年
4
月
1
日
〜
昭
和

28
年
3
月
31
日
生
ま
れ
）
は
、
水
原
ま

つ
り
の
民
踊
流
し
に
参
加
し
て
50
年
を

祝
い
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
加
藤

☎
０
９
０
‐
５
３
０
８
‐
１
３
４
４

講
座
・
教
室

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

▼
日
時
＝
8
月
19
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
毎
月
第
3
日
曜
）

▼
内
容
＝
そ
ば
打
ち
体
験
と
試
食
会

▼
参
加
費
＝
１
５
０
０
円

▼
そ
の
他
＝
申
し
込
み
不
要

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

水
原
ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料
館

☎
63
‐
１
７
２
２

普
通
救
命
講
習
会

　

目
の
前
で
急
に
大
切
な
人
が
倒
れ
た

ら
、
あ
な
た
は
ど
う
し
ま
す
か
。

　

救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
、
あ
な
た

が
応
急
手
当
を
す
る
こ
と
に
よ
り
、
命

を
救
え
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

消
防
本
部
で
は
、「
救
急
の
日
」
に

合
わ
せ
市
民
を
対
象
に
普
通
救
命
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

▼
日
時
・
会
場

・ 

9
月
8
日
（
土
）
午
前
9
時
〜
正
午

阿
賀
野
市
消
防
署

・ 

9
月
9
日
（
日
）
午
前
9
時
〜
正
午

か
が
や
き
分
署

※ 

午
前
8
時
45
分
ま
で
に
各
会
場
に
集

合
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
内
容
＝
普
通
救
命
講
習
（
心
肺
蘇
生

法
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
他
）

▼
応
募
締
切
＝
9
月
2
日
（
日
）

▼
申
込
方
法
＝
申
込
書
に
必
要
事
項
を

記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
（
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
も
可
）。
申
込
書
は
消
防
本
部
、

か
が
や
き
分
署
に
あ
る
他
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

▼
募
集
人
数
＝
各
会
場
50
人
（
受
講
後

に
修
了
証
を
交
付
し
ま
す
）

　
　
　

 

▼
ま
ち
づ
く
り
ポ
イ
ン
ト
＝
30

ポ
イ
ン
ト
。
あ
が
の
ポ
イ
ン
ト

カ
ー
ド
を
持
っ
て
い
る
人
は
、
参

加
の
際
、
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
服
装
・
持
ち
物
＝
動
き
や
す
い
服
装
、

内
履
き

※ 

普
通
救
命
講
習
会
を
受
講
し
、
修
了

証
を
持
っ
て
い
る
人
は
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

・・ 

消
防
本
部 

防
災
課 

救
急
救
助
係

☎
62
‐
２
０
５
８　

Ⓕ
63
‐
８
９
７
４

・・ 

か
が
や
き
分
署　

☎
68
‐
３
０
０
７

Ⓕ
68
‐
３
０
２
８

健
康
・
子
育
て

母
子
健
康
手
帳
の
交
付

　

水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
で
母
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
交
付
希
望
者

は
、
医
療
機
関
で
発
行
さ
れ
た
「
妊
娠

届
出
書
」
と
そ
の
書
類
に
記
載
の
あ
る

必
要
書
類
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
交
付
日
時

・ 

毎
週
月
曜
・
金
曜
、
午
前
9
時
〜
正
午

・ 

毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午
後
4
時

・ 

夜
間
役
所
（
次
ペ
ー
ジ
参
照
）

※ 

こ
れ
ら
の
日
時
以
外
に
母
子
健
康
手

帳
の
交
付
を
希
望
す
る
場
合
は
、
交

付
日
時
を
調
整
し
ま
す
の
で
、
事
前

に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

子
育

て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

未
就
園
児
保
護
者
の
皆
さ
ん
へ

幼
稚
園
に
遊
び
に
来
て
ね
！

　

遊
具
や
絵
本
、
リ
ズ
ム
遊
び
や
運
動

遊
び
、
季
節
の
遊
び
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
、
年
齢
の
近
い
友
達
や
幼
稚
園
の

園
児
と
触
れ
合
い
ま
し
ょ
う
。

　

保
護
者
の
皆
さ
ん
も
子
育
て
の
悩
み

な
ど
を
情
報
交
換
し
な
が
ら
、
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

◎
安
田
幼
稚
園
「
親
子
プ
レ
ー
教
室
」

▼
日
時
＝
9
月
11
日
（
火
）
午
前
9
時

15
分
〜

▼
申
込
方
法
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
・

安
田
公
民
館
・
安
田
幼
稚
園
に
備
え
付

け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。（
電
話
で

も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
安
田
幼

稚
園　

☎
68
‐
３
０
１
２

◎
京
ヶ
瀬
幼
稚
園
「
あ
そ
び
の
へ
や
」

▼
日
時
＝
9
月
6
日
（
木
）
午
前
9
時

30
分
〜

▼
申
込
方
法
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー
・

京
ヶ
瀬
支
所
・
市
立
図
書
館
・
京
ヶ
瀬

幼
稚
園
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。（
電
話
で
も
可
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
京
ヶ
瀬

幼
稚
園　

☎
67
‐
２
０
３
３

◎
共
通
事
項

▼
対
象
者
＝
0
〜
2
歳
児
と
そ
の
保
護

者▼
参
加
費
＝
２
０
０
円
（
保
険
料
、
お

や
つ
代
な
ど
）

▼
そ
の
他
＝
詳
し
く
は
各
園
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
申
込
書
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

♥
地
産
地
消　

阿
賀
野
の
恵
み　

米
・
大
豆
・
牛
乳
・
野
菜

食
育
メ
ッ
セ
ー
ジ

（広 告）

サンポウ福祉タクシーサンポウ福祉タクシー
運賃料金（中型車）　ストレッチャー可

 ・初乗り運賃 1 割引き 580 円

 ・加算運賃 1割引き 80円 ・迎車料金 無料

 ・時間制 30 分 2,740 円 ・障がい者割 1 割引き

☎ 070-4128-1234☎ 070-4128-1234　
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健
康
・
子
育
て

子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

　

子
育
て
を
頑
張
っ
て
い
る
マ
マ
さ

ん
、
パ
パ
さ
ん
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

▼
日
時
＝
8
月
6
日
（
月
）、20
日
（
月
）

午
前
9
時
30
分
〜
11
時
30
分

▼
会
場
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
に
こ
に
こ

▼
内
容

○
8
月
6
日
（
月
）
※
共
通
メ
ニ
ュ
ー

　

「
お
は
な
し
会
」

　

夏
に
ぴ
っ
た
り
の
絵
本
や
わ
ら
べ
歌

遊
び
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

○
8
月
20
日
（
月
）
※
月
別
メ
ニ
ュ
ー

　

「
ミ
ニ
運
動
会
」

　

ま
だ
歩
け
な
い
子
ど
も
で
も
楽
し
め

る
ゲ
ー
ム
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

▼
対
象
者
＝
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

▼
参
加
費
＝
無
料

▼
持
ち
物
＝
マ
イ
カ
ッ
プ
（
保
護
者

用
）、保
育
に
必
要
な
物（
お
む
つ
な
ど
）

※ 

子
ど
も
の
飲
み
物
が
必
要
な
人
は
各

自
用
意
し
て
く
だ
さ
い
（
お
や
つ
は

遠
慮
く
だ
さ
い
）。

▼
主
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
い
ち
ご
み
る
く
」

▼
問
い
合
わ
せ
＝
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１

お
は
な
し
会

　

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
や
わ
ら
べ
歌
、

手
遊
び
を
行
い
ま
す
。

◎
お
は
な
し
の
じ
か
ん

▼
日
時
＝
毎
週
土
曜
、
午
後
2
時
〜

▼
会
場
＝
市
立
図
書
館

◎
お
は
な
し
こ
ん
に
ち
は

▼
日
時
＝
8
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時

30
分
〜
（
毎
月
第
2
日
曜
）

▼
会
場
＝
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

☎
47
‐
８
０
６
８

日
程
・
相
談

図
書
施
設
休
館
（
室
）
日

◎ 

市
立
図
書
館

▼
期
日
＝
8
月
6
日
（
月
）、13
日
（
月
）

16
日
（
木
）、
20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

◎ 

水
原
中
学
校
市
民
図
書
室

▼
期
日
＝
8
月
3
日（
金
）、10
日（
金
）、

16
日
（
木
）、17
日
（
金
）、24
日
（
金
）、

31
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
立
図
書
館

夜
間
役
所

▼
日
時
＝
8
月
1
日（
水
）、15
日（
水
）、

9
月
5
日
（
水
）
午
後
5
時
15
分
〜
7

時▼
場
所
＝
市
役
所
1
階
市
民
生
活
課

※
各
支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

▼
内
容
＝
戸
籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・

証
明
、
通
知
カ
ー
ド
・
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
（
個
人
番
号
カ
ー
ド
）
の
記
載

事
項
変
更
・
交
付
、
納
税
、
口
座
振
替

手
続
き
、
母
子
健
康
手
帳
の
交
付
等
。

パ
ス
ポ
ー
ト
は
交
付
の
み
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
＝
市
民
生
活
課 

市
民
係

（
内
線
２
１
０
１
）

美
容
医
療
で
ク
ー
リ
ン
グ
・

オ
フ
が
可
能
な
ケ
ー
ス
も
！

　

平
成
29
年
12
月
1
日
に
法
律
が
改
正

さ
れ
、美
容
医
療
サ
ー
ビ
ス
の
契
約
も
、

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
や
中
途
解
約
が
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
次
の
①
〜
③
に

全
て
該
当
す
る
契
約
で
す
。

① 

美
容
を
目
的
と
す
る
脱
毛
や
し
み
・

そ
ば
か
す
の
除
去
、
し
わ
・
た
る
み

取
り
、
脂
肪
の
溶
解
、
歯
の
漂
白
で
、

光
の
照
射
や
薬
剤
の
注
射
な
ど
の
方

法
に
よ
る
も
の

② 

サ
ー
ビ
ス
提
供
期
間
が
1
か
月
を
超

え
る
も
の

③
金
額
が
5
万
円
を
超
え
る
も
の

・・ 

契
約
後
8
日
以
内
で
あ
れ
ば
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

・・ 

書
面
等
で
契
約
内
容
を
確
認
し
、
そ

の
内
容
を
理
解
し
納
得
で
き
る
ま
で
、

医
師
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

・・ 

即
日
施
術
や
高
額
な
施
術
を
強
く
勧

め
る
ク
リ
ニ
ッ
ク
と
は
契
約
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

・・ 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
告
等
の
記
載
内

容
だ
け
で
判
断
せ
ず
、
他
の
医
療
機

関
等
で
効
果
や
リ
ス
ク
な
ど
に
つ
い

て
十
分
に
情
報
を
収
集
し
ま
し
ょ
う
。

 

◎
消
費
生
活
に
関
す
る
相
談
は

　

市
民
生
活
課
で
は
、
消
費
生
活
相
談

員
が
相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
個
室
相

談
室
が
あ
り
、
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

　

消
費
生
活
に
関
す
る
様
々
な
情
報

は
、消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w
w
.caa.g

o
.jp
/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

・・ 

市
民
生
活
課 

相
談
係
（
内
線

２
１
０
４
）

・・ 

新
潟
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
９
６

高
齢
者
相
談
窓
口

　

高
齢
者
や
そ
の
家
族
等
が
抱
え
る
心

配
事
・
悩
み
事
の
相
談
を
、無
料
で
行
っ

て
い
ま
す
。（
電
話
・
面
談
い
ず
れ
も
可
）

◎
一
般
相
談

▼
日
時
＝
月
曜
〜
金
曜
（
祝
日
、
年
末

年
始
を
除
く
）
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

◎
専
門
相
談
（
要
予
約
）

▼
法
律
相
談
＝
8
月
6
日
（
月
）、
13

日
（
月
）、
20
日
（
月
）、
27
日
（
月
）

午
後
1
時
30
分
〜
4
時

▼
会
場
・
問
い
合
わ
せ

新
潟
県
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー

（
新
潟
市
中
央
区
上
所
2
‐
2
‐
2 

新

潟
ユ
ニ
ゾ
ン
プ
ラ
ザ
3
階
）

☎
０
２
５
‐
２
８
５
‐
４
１
６
５

電
話
番
号
の
記
載
の
な
い
市
役
所
・
各
支
所
・
公
民
館
等
の
連
絡
先
は
、
お
知
ら
せ
版
の
最
初
の
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

年
金
相
談

▼
日
時
＝
8
月
15
日
（
水
）
午
前
9
時

30
分
〜
正
午
、
午
後
1
時
〜
2
時
30
分

▼
会
場
＝
水
原
総
合
体
育
館
1
階

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
」

※
相
談
は
予
約
制
で
す
。

▼
予
約
先
＝
新
発
田
年
金
事
務
所

☎
０
２
５
４
‐
23
‐
２
１
２
８

▼
予
約
時
に
必
要
な
こ
と
＝
氏
名
、
住

所
、
基
礎
年
金
番
号
、
電
話
番
号
、
希

望
の
相
談
開
始
時
間
、
相
談
内
容
等

▼
問
い
合
わ
せ
＝
健
康
推
進
課 

国
保

年
金
係
（
内
線
２
１
８
３
）

い
つ
で
も
、
誰
で
も
、
ど
こ
か
ら
で
も

自
殺
予
防

新
潟
い
の
ち
の
電
話

　

悩
み
や
相
談
に
24
時
間
応
じ
ま
す
。

▼
相
談
電
話

・ 

新
潟

　

☎
０
２
５
‐
２
８
８
‐
４
３
４
３

・ 

新
発
田

　

☎
０
２
５
４
‐
20
‐
４
３
４
３

※ 

い
ず
れ
か
の
電
話
番

号
に
お
か
け
く
だ
さ

い
。

保
健
師
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
日

　

ス
ト
レ
ス
の
多
い
社
会
、
こ
こ
ろ
の

病
で
悩
む
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

一
人
で
悩
ま
ず
、
気
軽
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
＝
毎
週
水
曜
、
午
前
9
時
〜
午

後
4
時
（
第
2
・
第
4
水
曜
以
外
は
要

予
約
）

※ 

相
談
日
以
外
で
も
随
時
相
談
に
応
じ

ま
す
。

▼
会
場
＝
水
原
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

健
康
推
進
課　

☎
61
‐
２
４
７
４

精
神
科
医
に
よ
る

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
会

▼
対
象
者
＝
こ
こ
ろ
の
病
に
つ
い
て
相

談
し
た
い
人
（
家
族
も
含
む
）

▼
日
時
＝
8
月
23
日
（
木
）
午
後
1
時

30
分
〜
4
時
（
1
人
30
分
程
度
）

※
予
約
制

▼
会
場
＝
新
発
田
地
域
振
興
局
2
階
「
予

診
室
」（
新
発
田
市
豊
町
3
‐
3
‐
2
）

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
＝
新
発
田

地
域
振
興
局 

地
域
保
健
課

☎
０
２
５
４
‐
26
‐
９
１
３
３

※
各
種
相
談
所
お
よ
び
窓
口
は
、い
ず
れ
も
相
談
無
料
で
、秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

涌井　　博 91 歳 6.29 水　原

清野　正治 86 歳 7.1 外城町

原　キミイ 91 歳 7.1 法柳新田

柳　　要藏 93 歳 7.1 緑　岡

田ユキエ 93 歳 7.2 小　浮

石井　　恵 40 歳 7.2 保　田

坂詰市四郎 86 歳 7.2 保　田

小林千代子 83 歳 7.2 笹　岡

酒井　ノリ 88 歳 7.4 七　島

樋口ハナイ 96 歳 7.8 西　岡

関川　英輔 83 歳 7.8 熊　堂

地　昌子 89 歳 7.8 飯山新

山嵜　利雄 86 歳 7.9 猫　山

荒澤　洋治 72 歳 7.10 法柳新田

渡邉　　榮 83 歳 7.11 福　永

金田イミ子 76 歳 7.13 上飯塚

鈴木ミハル 105 歳 7.14 長　起

 氏　名（届出順） 保護者名 住　所

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

さん

佐藤ほのか 中央町 2

渡邉　　澪
みお

 緑　岡

五十嵐大
や ま と

和 寺　社

本間　美
み な み

海 保　田

平山　結
ゆ い と

翔 関　屋

大関　　結
ゆい

 京ヶ島

中村　夢
ゆ の ん

音 駒　林

ちゃん

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

ちゃん

く  ん

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

（　  ）

繁　文
真　代
　岬  
加　奈
剣　矢
恵　美
貴　大
美　樹
　裕 
真衣子
和　治
千　寛
優　太
友　紀

 氏　名（届出順） 年　齢 死亡月日 住　所

（7月 1日～ 15 日届出分）

「
う
ぶ
ご
え
」「
お
く
や
み
」
欄
へ
の
掲
載
を
希
望
し
な
い
場
合
は
、
届
け
出
時
に
係
へ
申
し
付
け
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
生
届
を
他
市

区
町
村
に
提
出
し
た
市
内
在
住
者
で
、「
う
ぶ
ご
え
」
欄
や
新
聞
へ
の
掲
載
を
希
望
す
る
場
合
は
、
市
民
生
活
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

◎行政相談

　行政相談は、総務大臣から委嘱を受けた行政相談委員が、国の

仕事、国が県や市町村に委ねている仕事についての苦情など、「住

民と行政との橋渡し」的存在として、問題の解決に努めます。

■日時＝ 8 月 10 日（金）午前 10 時～正午

■会場＝市役所１階「相談室」

◎弁護士による「法律相談」

※セクハラ、DV、多重債務等も相談可

■ 期日＝原則、毎月第 1・3水曜

※ 電話予約が必要です。予約を取り消す場合も必ず連絡をお願い

します。

■時間＝午後 1時 30 分～ 4時 30 分（1人 30 分）

■会場＝市役所 1階「相談室」

※ お急ぎの人は、次の機関等をご利用ください。

①法テラス新潟　☎ 050-3383-5420　午前 9時～午後 5時

②新潟県弁護士会　☎ 025-222-5533　午前 10 時～午後 4時

◎問い合わせ

　市民生活課 相談係（内線 2104）

相談料は無料です。気軽に相談ください。

（広 告）

不用になりました トラクター・バイク・トラック・耕運機
（ディーゼル）・フォークリフト他 買い取りいたします

お売り下さい（買取専門）お売り下さい（買取専門）

福地オート   阿賀野市野田1066番地

◎お電話はこちらへ ☎0250-68-4130

紹介キャンペーン実施中

前
後
前
後【買取例】【買取例】クボタトラクター L1-24クボタトラクター L1-24（4WD）（4WD）  2424万円万円

【買取例】【買取例】ヤンマートラクター FX265ヤンマートラクター FX265（4WD）（4WD）  1616万円万円
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ふ
る
さ
と
を
懐
か
し
む
会

東
京
水
原
会
総
会
・
ふ
る
さ
と
交
流
会

　

6
月
23
日
、
東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
東

京
都
文
京
区
）
で
「
第
24
回
東
京
水
原
会
総

会
・
ふ
る
さ
と
交
流
会
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
総
勢
48
人
が
出
席
。
市
か
ら
は
市

長
を
は
じ
め
9
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
出
席

者
た
ち
は
、
ふ
る
さ
と
の
話
に
花
が
咲
き
、

同
郷
人
と
の
久
し
ぶ
り
の
再
会
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

ふ
る
さ
と
交
流
会
で
は
、
八は

っ

光こ
う

亭て
い

春は
る

輔す
け

師

匠
の
落
語
が
披
露
さ
れ
、
会
場
は
笑
い
に
包

ま
れ
ま
し
た
。
地
酒
や
お
米
、
和
菓
子
な
ど

阿
賀
野
市
の
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
行

わ
れ
、
最
後
は
会
場
い
っ
ぱ
い
の
輪
に
な
っ

て
水
原
甚
句
を
踊
り
ま
し
た
。

　

6
月
21
日
、コ
ス
モ
ス
児
童
ク
ラ
ブ
で
京
ヶ

瀬
地
区
在
住
者
4
人
で
結
成
し
た
音
楽
チ
ー

ム
「
Ｓ
Ｋ
Ｂ
55
」
が
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
、

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
や
ド
ラ
ム
等
に
よ
る
迫
力
あ

る
演
奏
を
9
曲
披
露
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
児
童
の
保
護
者
の
ほ
か
、
隣
接

す
る
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
永
寿
園
」

の
利
用
者
も
多
数
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
最

後
に
演
奏
し
た
「
か
え
る
の
合
唱
」
で
は
、

児
童
も
指
揮
と
メ
ロ
デ
ィ
オ
ン
を
担
当
し
、

そ
の
日
一
番
の
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

　

佐
久
間
河は

琉る

君
（
2
年
）
は
、「
楽
し
い

演
奏
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た

来
て
く
だ
さ
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

コ
ス
モ
ス
児
童
ク
ラ
ブ 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

迫
力
あ
る
演
奏
に
大
興
奮

触
れ
あ
う
こ
と
で
友
達
に

安
野
小
学
校 

ヤ
ギ
の
搾
乳
体
験

　

6
月
2
日
、「
第
14
回
市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
」
が
開
幕
。
全
26
チ
ー
ム

に
よ
る
熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

6
月
23
日
に
行
わ
れ
た
決
勝
戦
で
は
、
連

覇
を
狙
う
駒
五
郎
と
初
優
勝
を
目
指
す
山

本
新
が
対
戦
。
1
回
戦
か
ら
準
決
勝
ま
で
全

て
2
桁
得
点
を
挙
げ
て
き
た
山
本
新
は
、
こ

の
日
も
自
慢
の
攻
撃
力
で
駒
五
郎
を
引
き
離

し
、
9
対
2
で
見
事
初
優
勝
を
飾
り
ま
し
た
。

　

参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
か
ら
は
「
楽
し

か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
も
続
け
て
ほ
し
い
」
と

の
意
見
が
多
数
あ
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
3
位
入
賞
し
た
チ
ー
ム
は
、
白
鳥

通
り
と
大
室
で
す
。

市
民
ナ
イ
タ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

力
を
合
わ
せ
て
初
優
勝
！

スポーツ＆レクリエーションフェスティバル

　

6
月
10
日
、「
ス
ポ
ー
ツ
＆
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
２
０
１
８
」

が
水
原
総
合
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
親
子
連
れ
な
ど
多
く
の
人
が
訪
れ
、

変
わ
り
種
自
転
車
や
ス
ラ
ッ
ク
ラ
イ
ン
、

カ
ロ
ー
リ
ン
グ
な
ど
普
段
体
験
す
る
こ

と
の
な
い
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。「
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
遊
ん
で

い
る
子
ど
も
を
見
て
元
気
を
も
ら
っ
た
」

「
子
ど
も
が
楽
し
そ
う
に
遊
ん
で
い
て
う

れ
し
か
っ
た
」
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。
Ｂ
Ｂ
ラ
ビ
ッ
ツ
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ビ
ン
ゴ
や
ラ

ダ
ー
に
挑
戦
。
選
手
は
気
さ
く
に
記
念

写
真
に
応
じ
、市
民
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

スポーツって楽しいね 全
国
大
会
へ
の
出
場
権
獲
得

に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

　

5
月
23
日
、
サ
ン
・
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド
し
ば

た
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
新
発
田
市
）
で
「
第

23
回
に
い
が
た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
地
区
予
選
を
勝
ち
抜

い
た
32
チ
ー
ム
が
出
場
。
阿
賀
野
市
で
唯
一
予

選
を
突
破
し
た
安
田
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
連
盟
所
属

の
Ａ
Ｇ
Ｃ
（
風
）
チ
ー
ム
は
、
予
選
グ
ル
ー
プ

を
1
位
で
通
過
し
、勢
い
そ
の
ま
ま
に
決
勝
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
で
も
見
事
勝
ち
上
が
っ
て
優
勝
し
ま

し
た
。
11
月
3
日
か
ら
富
山
県
で
開
催
さ
れ
る

全
国
大
会
へ
県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す
。

新潟大学医学部健康講座塾

  

7
月
12
日
、「
新
潟
大
学
医
学
部
健
康

講
座
塾
（
整
形
外
科
講
座
）」
が
ふ
れ
あ

い
会
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
69
人
が
参
加
。
講
師
の
新
潟

大
学
大
学
院
医
歯
学
総
合
研
究
科
整
形

外
科
学
分
野
助
教
の
谷
藤
理
氏
か
ら
は
、

「
変
形
性
膝
関
節
症
の
保
存
療
法
と
手
術

療
法
」
と
題
し
、
膝
関
節
の
変
形
の
原
因

や
診
断
・
治
療
法
や
、
自
ら
実
践
で
き
る

減
量
、
筋
力
訓
練
等
の
大
切
さ
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
参
加
し
た
吉
原
ふ
じ
子
さ
ん
（
学

校
町
）
は
「
膝
に
負
担
を
掛
け
ず
に
で
き

る
水
中
運
動
を
友
人
と
一
緒
に
続
け
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

膝の痛みを和らげるには 事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感

交
通
安
全
教
室

　

交
通
事
故
の
恐
ろ
し
さ
を
知
り
、
交
通
事
故

に
対
す
る
注
意
を
よ
り
一
層
深
め
て
も
ら
う
た

め
、「
交
通
安
全
教
室
」
が
6
月
25
日
・
27
日
、

水
原
総
合
体
育
館
前
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
教
室
に
は
市
内
の
園
児
約
２
８
０
人
が

参
加
。
車
は
急
に
止
ま
れ
な
い
こ
と
を
説
明
す

る
「
車
の
急
制
動
実
験
」
や
、
車
の
死
角
か
ら

飛
び
出
し
た
ダ
ミ
ー
人
形
が
事
故
に
遭
う
瞬
間

を
目
の
当
た
り
に
す
る
「
ダ
ミ
ー
人
形
衝
突
実

験
」
な
ど
が
行
わ
れ
、園
児
た
ち
は
息
を
の
ん
で
、

そ
の
様
子
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

6
月
13
日
、
安
野
小
学
校
で
ヤ
ギ
の
搾
乳

体
験
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
生
活
科
の
授
業
の
一
環
で
、
5
年

前
か
ら
、
同
校
用
務
員
の
山
田
幸さ

ち

己み

さ
ん
が
、

自
宅
で
飼
育
す
る
ヤ
ギ
を
学
校
に
連
れ
て
き

て
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
背
丈
ほ
ど
あ
る

ヤ
ギ
に
も
す
ぐ
に
慣
れ
、
自
分
の
搾
乳
の
順

番
が
回
っ
て
く
る
ま
で
、
餌
を
与
え
た
り
、

頭
や
体
を
な
で
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

　

手
塚
一い

ち

花か

さ
ん
（
1
年
）
は
、「
ヤ
ギ
の
目

が
く
り
く
り
し
て
い
て
、
と
て
も
か
わ
い
か
っ

た
。
乳
し
ぼ
り
が
上
手
に
で
き
て
楽
し
か
っ

た
」
と
笑
顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

決勝戦・山本新（攻撃） 対 駒五郎（守備）決勝戦・山本新（攻撃） 対 駒五郎（守備）
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★7月もイベントに参加してきたっちょ！
　「トキっ子子育て応援フェア」、「分田こども

園夏祭り」、「交通安全ＰＲ」、「カワウチの夏祭

り」に参加してきたよ。お友達といっぱいふれ

あえて楽しかったっちょ！

ごずっちょのお出掛け情報やごずっちょのお出掛け情報や

近況をお知らせします近況をお知らせします

ごずっちょ通信ごずっちょ通信

● 

災
害
は
他
人
事
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
7
月
号
の
特
集
を
見
て
、

防
災
マ
ッ
プ
の
整
理
を
し
よ
う
と

思
い
ま
し
た
。　
　

（
30
代
・
男
性
）

☆ 

日
頃
の
備
え
は
と
て
も
大
切
で
す

ね
。
い
ざ
と
い
う
と
き
に
慌
て
な

い
よ
う
に
、
で
き
る
こ
と
か
ら
始

め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

牧
草
ロ
ー
ル
コ
ロ
コ
ロ
選
手
権
が

初
め
て
開
催
。
今
後
も
楽
し
い
催

し
で
阿
賀
野
市
が
活
気
づ
く
と
い

い
で
す
ね
！　
　
　

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

最
近
の
水
害
は
ス
ケ
ー
ル
が
大
き

く
、
怖
い
で
す
。
他
人
や
行
政
に

頼
る
の
で
は
な
く
、
一
市
民
と
し

て
の
行
動
が
大
切
だ
と
先
月
号
の

特
集
を
見
て
、
再
認
識
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
日
、
娘
を
抱
っ
こ
し
、
ベ
ビ
ー

カ
ー
を
押
し
な
が
ら
歩
い
て
い
た

と
こ
ろ
、
親
切
な
方
が
声
を
掛
け

て
く
れ
ま
し
た
。
び
っ
く
り
し
ま

し
た
が
、
優
し
さ
に
感
動
し
ま
し

た
！　
　
　
　
　
　

（
30
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

お
知
ら
せ
版
を
見
な
が
ら
、
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
帳
に
記
入
し
て
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
外
に
出
て
活
動
す
る
こ
と

が
元
気
の
源
に
な
り
ま
す
。
目
指
せ

１
０
０
歳
！　
　
　

（
60
代
・
女
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

阿
賀
野
市
の
お
母
さ
ん
の
子
育
て

が
う
ま
く
い
く
よ
う
に
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
に

頑
張
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
。　
　
　
　
　
　

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

を
利
用
す
る
こ
と
で
、
お
母
さ
ん
や

お
父
さ
ん
が
子
育
て
を
楽
し
め
る

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

先
月
号
の
水
害
対
策
の
特
集
は
、

阿
賀
野
市
民
に
な
っ
て
日
が
浅
い

わ
た
し
に
は
と
て
も
参
考
に
な
り

ま
し
た
！　
　
　

（
20
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

各
地
で
、
観
測
史
上
最
高
の
降
水

に
よ
る
大
き
な
被
害
が
出
て
い
ま

す
。
い
つ
襲
っ
て
く
る
か
分
か
ら

な
い
災
害
に
備
え
、「
今
か
ら
で

き
る
水
害
対
策
」
を
興
味
深
く
読

み
ま
し
た
。　
　
　

（
60
代
・
男
性
）

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

わ
く
わ
く
ク
ッ
キ
ン
グ
、
作
っ
て

み
ま
し
た
。
次
回
も
お
い
し
い
レ

シ
ピ
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　
　

（
50
代
・
女
性
）

☆ 

紹
介
す
る
レ
シ
ピ
は
、
市
栄
養
士
が

栄
養
バ
ラ
ン
ス
等
を
考
え
、
作
成
し

て
い
ま
す
。
夏
バ
テ
対
策
に
も
有
効
。

ぜ
ひ
作
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

● 

市
内
見
て
歩
記
で
は
、
イ
ベ
ン
ト

が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
良
い
で
す
ね
。
敬
老
会
の
写
真

は
、
楽
し
そ
う
で
元
気
が
も
ら
え

ま
し
た
。　
　
　
　

（
10
代
・
女
性
）

№74№74
ごずっちょの情報は、Facebook や市ホームページで

も見れるっちょ。

【問い合わせ】

市長政策・市民協働課 市民協働係　☎ 62-2510

ごずっちょ 検索

P.N けいぽんさん

かわいいイラストや
すてきなコメントを
ありがとう！

これからもどんどん
送ってください。
楽しみに

待ってるっちょ♪

シ
リ
ー
ズ

　

明
治
時
代
の
阿
賀
野
市

阿
賀
野
市
の
戊
辰
戦
争
④

　

先
月
号
で
は
、
新
発
田
藩
領
の

松
ヶ
崎
浜
と
太
夫
浜
に
上
陸
し
た
新

政
府
軍
が
笹
岡
口
・
水
原
で
勝
利
し

た
こ
と
や
、
戦
場
と
な
っ
た
集
落
の

被
害
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
水
原
陣
屋
か
ら
敗
走
し

た
会
津
軍
は
、
会
津
藩
境
に
近
い
赤

坂
か
ら
草
水
の
間
に
あ
る
丘
陵
地

（
以
下
、「
赤
坂
山
」）に
陣
地
を
構
え
、

新
政
府
軍
を
待
ち
受
け
ま
す
。

　

今
月
号
は
、
両
軍
が
赤
坂
山
に
至

る
ま
で
の
攻
防
と
赤
坂
山
で
の
激
戦

を
紹
介
し
ま
す
。

■ 

新
政
府
軍
、
保
田
へ
進
攻

　

笹
岡
口
・
水
原
で
勝
利
し
た
新
政

府
軍
は
、
保
田
方
面
へ
敗
走
す
る
会

津
軍
を
追
撃
し
、
分
田
か
ら
新
座
に

向
か
う
隊
と
、
笹
岡
か
ら
大
室
・
二

本
松
を
経
由
し
て
保
田
に
向
か
う
隊

に
別
れ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
進
攻
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

水
原
陣
屋
で
勝
利
し
た
新
政
府

軍
は
、
そ
の
2
日
後
の
慶
応
4

（
１
８
６
８
）
年
7
月
29
日
、
小
隊

20
人
程
が
稗
河
原
場
に
進
攻
し
ま
し

た
が
、阿
賀
野
川
対
岸
の
新
郷
屋（
現

在
の
新
潟
市
秋
葉
区
）
付
近
に
は
、

同
盟
軍
約
３
０
０
人
が
布
陣
し
て
い

ま
し
た
。

　

こ
こ
で
の
戦
闘
は
不
利
と
み
た
隊

長
は
付
近
の
村
人
を
動
員
し
、
兵
隊

に
見
せ
か
け
る
な
ど
偽
装
工
作
を
試

み
ま
し
た
が
、
夕
方
ご
ろ
に
は
同
盟

軍
に
銃
撃
さ
れ
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
夜
に
な
り
同
盟
軍
が
撤

退
す
る
と
、
新
政
府
軍
は
再
び
保
田

方
面
に
移
動
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

新
政
府
軍
は
、
小
浮
の
阿
賀
野
川

沿
い
で
会
津
藩
の
船
を
取
り
押
さ
え

る
と
、
押
収
し
た
積
荷
を
運
搬
す
る

た
め
、
小
浮
・
千
唐
仁
・
布
目
・
野

田
・
島
瀬
・
新
保
な
ど
川
沿
い
の
村
々

に
動
員
命
令
を
出
し
ま
し
た
。

　

六
野
瀬
と
久
保
で
は
、
会
津
軍
が

赤
坂
陣
地
の
炊
き
出
し
や
武
器
弾
薬

の
運
搬
、
地
面
に
穴
を
掘
っ
て
敵
軍

か
ら
の
攻
撃
を
防
ぐ
場
所
を
造
る
た

め
の
土
木
工
事
、
さ
ら
に
新
政
府
軍

の
動
き
を
探
る
た
め
の
情
報
収
集
の

命
令
を
出
し
ま
し
た
。

　

戦
闘
の
た
び
に
両
軍
の
い
ず
れ
か

か
ら
、
近
隣
の
村
々
に
動
員
命
令
が

出
さ
れ
、
多
く
の
村
人
た
ち
は
、
そ

の
都
度
、労
役
を
強
い
ら
れ
ま
し
た
。

■ 

会
津
軍
、
草
水
赤
坂
山
に
集
結

　

水
原
陣
屋
か
ら
藩
境
近
く
ま
で
は

平
坦
地
で
、
防
戦
に
は
適
さ
な
い
地

形
で
し
た
。
会
津
軍
は
、
最
初
の
丘

陵
地
で
あ
る
赤
坂
山
に
着
く
と
、
そ

こ
を
陣
地
と
し
、
草
水
の
観
音
寺
に

本
営
を
置
き
ま
す
。

　

一
方
、
新
政
府
軍
は
保
田
（
現
在

の
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館
等
）
に
本

営
を
置
き
、
会
津
軍
へ
の
攻
撃
を
開

始
し
ま
し
た
。

　

会
津
軍
は
、
周
辺
警
護
の
た
め
六

野
瀬
に
火
を
放
ち
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
台
風
の
前
兆
と
思
わ
れ

る
強
風
が
吹
い
て
い
た
た
め
、
火
は

一
気
に
燃
え
広
が
り
、
集
落
の
ほ
と

ん
ど
が
焼
失
し
ま
し
た
。

■ 

赤
坂
山
の
戦
い

　

8
月
1
日
未
明
、
新
政
府
軍
は
台

風
に
よ
る
暴
風
の
中
、
赤
坂
山
へ
攻

め
込
み
ま
す
。

　

会
津
軍
は
、
赤
坂
山
を
死
守
し
よ

う
と
防
戦
し
ま
す
が
、
結
局
多
く
の

戦
死
者
を
出
し
、
敗
走
し
ま
し
た
。

　

戦
死
者
の
中
に
は
、
会
津
藩
士
の

他
に
寺
泊
沖
の
海
戦
で
自
沈
し
た
旧

幕
府
の
輸
送
船
・
順
動
丸
の
船
員
も

多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
遺
体
は

す
べ
て
阿
賀
野
川
に
投
げ
捨
て
ら
れ

ま
し
た
。

　

会
津
軍
は
、
敗
走
す
る
と
き
に
観

音
寺
や
街
道
沿
い
の
民
家
に
放
火

し
、民
家
十
数
件
が
焼
失
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
営
を
置
い
た
観
音
寺
に

は
、
や
む
を
得
ず
観
音
寺
を
放
火
す

る
の
で
寺
宝
な
ど
の
大
事
な
も
の

は
、
裏
山
に
埋
め
る
よ
う
、
指
示
し

た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

8
月
10
日
ご
ろ
は
、
小
松
・
佐
取
・

石
間
付
近
で
激
戦
が
続
き
、
当
時
会

津
藩
領
だ
っ
た
小
松
で
は
、
西
照
寺

を
は
じ
め
六
十
数
件
の
民
家
の
う
ち

5
件
を
残
し
、
焼
失
し
ま
し
た
。

　

戦
況
は
会
津
軍
が
劣
勢
の
ま
ま
、

戦
場
が
津
川
方
面
へ
と
移
っ
て
い
き

ま
す
。
戦
場
と
な
っ
た
阿
賀
野
川
対

岸
に
あ
る
Ｊ
Ｒ
咲
花
駅
（
現
在
の
五

泉
市
）
の
近
く
に
は
、
佐
取
古
戦
場

碑
や
白
虎
隊
士
の
墓
碑
が
あ
り
ま

す
。

《
参
考
資
料
》
水
原
町
編
年
史
・
水

原
郷
土
誌
料
・
安
田
町
史
・
北
越
戊

辰
戦
争 

赤
坂
山
の
古
戦
場
・
越
後

安
田
の
む
か
し
ば
な
し
他

観音寺（草水）所蔵の砲弾観音寺（草水）所蔵の砲弾

現在の西照寺（小松）現在の西照寺（小松）

7 月 7 日・8日7月 7日・8日

トキっ子子育て応援フェアトキっ子子育て応援フェア

★ 今月のイベント参加予定だっちょ！
　19 日（日）は、新発田市生涯学習センター
で行われる「市民公開メディカルセミナー天地
腎」に参加する予定だよ。みんな、ごずっちょ
に会いにきてっちょ！

★ 今年もゆるきゃらグランプリにエン
トリーしたっちょ！

　投票開始：8月 1日（水）午前 10 時
　投票終了：11月 9日（金）午後 6時

　去年は、1158 キャラクターが参加。ごずっ
ちょの順位は、579 位だったよ。
　今年は、去年より上位を目指すっちょ。みん
な、ごずっちょを応援してほしいっちょ！

約
17
・
5
㎝
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● 

今
月
は 

上か
み

高た
か

関せ
き 

で
す 

●

上
高
関
と
下
高
関

　

上
高
関
は
、
Ｊ
Ｒ
神
山
駅
か
ら
東
側

約
2
キ
ロ
に
位
置
す
る
農
村
地
域
で
、

１
４
２
３
（
応
永
30
）
年
に
先
祖
光み

つ

重し
げ

が
土
着
し
た
の
が
始
ま
り
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
新
発
田
市
（
旧
川
東

村
の
加
治
川
縁
）
に
下
高
関
と
い
う

地
域
が
あ
り
ま
す
が
、
１
６
４
０
年
前

後
に
福
島
潟
の
洪
水
に
よ
っ
て
高
関

村
か
ら
移
住
し
た
人
々
が
、
愛
着
あ

る
「
高
関
」
と
い
う
名
を
と
っ
て
下
高

関
と
名
付
け
た
そ
う
で
す
。
互
い
の
老

人
ク
ラ
ブ
は
十
数
年
前
ま
で
交
流
を

行
い
、
先
人
た
ち
の
苦
労
を
し
の
び
つ

つ
友
好
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

子
ど
も
の
た
め
に
、
地
域
の
た
め
に

　

１
９
７
８
（
昭
和
53
）
年
に
神
山

西
小
学
校
と
統
合
し
廃
校
と
な
っ
た

神
山
東
小
学
校
は
、
上
高
関
に
あ
り

ま
し
た
。
廃
校
後
、
地
域
の
小
学
生
が

夏
休
み
に
遠
く
の
プ
ー
ル
ま
で
通
わ

な
く
て
済
む
よ
う
に
、
神
山
東
地
区
の

保
護
者
が
旧
校
舎
の
プ
ー
ル
を
全
員

で
塗
装
。
水
の
中
で
は
し
ゃ
ぐ
子
ど
も

仮装盆踊り大会（平成元年 8月）

南

西

北

東

上高関

た
ち
の
笑
顔
が
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
頃
、上
高
関
青
年
会
（
蛍
雪
会
）

は
精
力
的
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。
特

に
「
仮
装
盆
踊
り
大
会
」
で
は
、
商

店
街
な
ど
に
寄
付
の
お
願
い
に
回
り
、

笹
神
民
謡
研
究
会
か
ら
指
導
を
受
け
、

連
日
連
夜
、
指
に
血
豆
が
で
き
る
ほ

ど
練
習
し
て
い
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
中
年
婦
人
会
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
盛
ん
で
、「
上
高

関
サ
ロ
ン
」
を
毎
月
開
催
。
高
齢
者

が
楽
し
み
な
が
ら
健
康
維
持
で
き
る

環
境
づ
く
り
に
配
慮
し
て
い
ま
す
。

天
か
ら
降
っ
て
く
る
お
年
玉

　

お
正
月
に
な
る
と
、
地
内
に
あ
る

神
社
の
拝
殿
で
、
大
人
が
天
井
に
向

か
っ
て
賽
銭
を
投
げ
、
そ
れ
を
子
ど
も

が
拾
う
と
い
う
珍
し
い
風
習
が
あ
り

ま
し
た
。
中
に
は
、
一
人
で
数
千
円
を

拾
う
幸
運
な
子
も
い
て
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
は
、
う
れ
し
い
お
年
玉
で
し

た
。現
在
は
子
ど
も
が
減
少
し
た
た
め
、

こ
の
風
習
は
な
く
な
り
ま
し
た
が
、
以

前
の
よ
う
な
光
景
が
復
活
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

火
災
が
発
生
し
な
い
理わ

由け

　

古
く
か
ら
、
地
内
に
あ
る
神
社
の
境

内
に
火
よ
け
の
神
様
と
し
て
知
ら
れ

る
「
古
峰
神
社
」
の
碑
が
あ
り
、
6
人

の
世
話
人
の
名
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

百
年
以
上
に
わ
た
り
家
屋
火
災
が
発

生
し
て
い
な
い
の
は
、
こ
の
ご
利
益
が

あ
っ
て
の
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
取
材
協
力
＝
片
桐
秀ひ

で

一い
ち

さ
ん
、
片
桐

正
英
さ
ん
）

■世帯数 31
■人　口 91

（7月 1日現在）

最寄りのバス停留所、市役所か
ら市営バス神山線で約40分（上
高関センター前下車）。

気
に
な
る
温
暖
化
の
影
響

　

先
月
、
西
日
本
を
襲
っ
た
記
録
的

な
豪
雨
で
は
自
然
の
脅
威
を
改
め
て

思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
雨

で
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
方
々
の

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
と
と

も
に
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
の
梅
雨
は
異
変
？
各
地
の
梅

雨
明
け
の
発
表
は
関
東
甲

信
が
6
月
29
日
、
九
州
北

部
、
東
海
、
北
陸
な
ど
は

7
月
9
日
で
し
た
。
平
年

に
比
べ
15
日
、
昨
年
に
比

べ
24
日
も
早
く
、
統
計
を

取
り
始
め
て
以
来
最
速
と

の
こ
と
で
す
。
梅
雨
の
な

い
北
海
道
で
も
大
雨
、
そ

し
て
各
地
で
大
雨
や
猛
暑
、

こ
の
と
こ
ろ
列
島
各
地
で

気
象
の
異
変
が
起
き
て
い

ま
す
。

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
現
代
＋

「〝
キ
ロ
ク
ア
メ
〞
に
異
例
の
猛
暑　

こ

の
夏
ど
う
な
る
？
」
の
放
送
を
ご
覧

に
な
っ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
専
門
家
や
気
象
予
報
士
の
皆
さ
ん

は
、
こ
の
気
象
の
異
変
に
つ
い
て
、
5

月
以
降
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
シ
ア
で
起
き

て
い
る
記
録
的
な
猛
暑
の
原
因
と
さ
れ

る
大
気
変
動
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
日
本
に

到
達
す
る
現
象
「
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
・
テ

レ
コ
ネ
ク
シ
ョ
ン
」
を
挙
げ
て
い
ま
し

た
。
い
つ
も
で
し
た
ら
、
梅
雨
前
線
の

北
上
に
伴
い
、
梅
雨
明
け
の
時
期
は
南

か
ら
順
番
に
北
へ
上
が
っ
て
、
九
州
、

関
西
と
な
る
の
で
す
が
、
今
年
の
気
圧

配
置
は
梅
雨
前
線
が
強
い
高
気
圧
と

低
気
圧
の
間
に
あ
り
、
こ
の
間
で
、
梅

雨
前
線
が
普
段
と
は
違
う
向
き
に
な
っ

て
西
日
本
に
停
滞
、
湿
っ
た
南
西
風
が

流
れ
込
み
連
続
し
て
積
乱
雲
が
発
生

し
豪
雨
を
も
た
ら
し
た
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
た
め

梅
雨
明
け
も
関
東
甲
信
が

早
く
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

一
方
、
う
だ
る
よ
う
な

暑
さ
、
夜
間
も
気
温
が
高

く
、
体
に
こ
た
え
る
日
が

続
い
て
い
ま
す
が
、
例
年
、

暑
さ
の
ピ
ー
ク
は
8
月
1

日
ご
ろ
か
ら
20
日
く
ら
い

ま
で
で
、
お
盆
を
過
ぎ
る

こ
ろ
か
ら
夜
も
少
し
過
ご

し
や
す
く
な
り
、
秋
を
感
じ
る
日
も
多

く
な
り
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
の
辛
抱

で
し
ょ
う
か
。
気
温
の
高
い
日
に
は
熱

中
症
の
疑
い
で
救
急
搬
送
さ
れ
る
人
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
ま
め
に
水
分

を
補
給
す
る
な
ど
対
策
を
と
っ
て
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
こ
の
夏
は
ど

う
な
る
の
か
、
体
調
を
崩
さ
な
い
よ
う
、

気
を
付
け
て
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

田
中
清
善

【材料】（4人分）

白玉粉………………………………80g

絹ごし豆腐…………………………80g

豆乳………………………………300cc

こしあん……………………………70g

抹茶…………………………小さじ 1.5

はちみつ……………………大さじ1弱

かたくり粉…………………大さじ1弱

★ 7月号の正解は次のとおりです★ ☆応募の方法など☆

★ 7月号の当選者
・・P.N 中高年女子さん　・・P.N ツムちゃんさん
・・P.Nスリジャヤワルダナブラコッテさん　・・P.Nヨッピーさん
・・P.N ちゃびんこさん　・・P.N まんちゃんさん
・・P.N あまほろさん　・・P.N トーマス DD51 さん
・・P.N キラキラねえさんさん　・・片桐文子さん

《応募総数 19 通》

　上の 2つの写真で、5か所だけ違う所があります。

クイズの答えと広報紙への感想や意見を書いて、郵

便番号・住所・氏名・年齢・電話番号を記入し、は

がきや電子メール、ＦＡＸで 8月 17 日（金）必着

で応募してください。電子メールの場合は、件名を

「広報クイズ」としてください。当選者の発表をペン

ネームで希望する人は、その旨をお書きください（氏

名も必ず書いてください）。正解者の中から抽選で

10 人にごずっちょグッズをプレゼントします。

応募先：〒 959-2092　阿賀野市役所 広報あがの 行

電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp

ＦＡＸ：62-0281

　

 

広
報
あ
が
の 

行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2クイズの答え
切り抜いて貼り付け

ると簡単です。ホー

ムページにも応募用

紙があります。

郵便番号・住所

氏名・年齢・電話番号

今月号の感想などを

お書きください。

　間違いの所をペンで囲み、携帯電話やスマートフォ

ンで写真に撮り、必要事項を入力してメールで応募し

ても OKです。感想・意見を忘れずに !

紙面紙面

　７月１日（日）、三市北蒲原地区支会ポンプ操法競技会が胎内市で開催されました。阿賀野市から

出場したチームは、小型ポンプの部・自動車ポンプの部とも４位でした。※左側が実際の写真です。

わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪わくわくクッキング♪

【作り方】

①白玉粉に豆腐を少しずつ混ぜ、良くこ

　ねて、大きめの一口大に丸める。

②①を沸騰したお湯で茹で、水にとる。

　荒熱がとれたら冷蔵庫でよく冷やす。

③ Aをよく混ぜる。そこへ豆乳を少しず

　つ加えながら混ぜる。

④③を鍋に入れ火にかけ、とろっとしたら火

　を止める。荒熱がとれたら冷蔵庫で冷やす。

⑤器に団子を入れ、④をたっぷりかける。

あなたに挑戦

「写真クイズ」

クックパッド　阿賀野市 検索

ボールペン＆
ごずっちょシール

豆腐で作るからヘルシー！暑い夏でもひんやりおいしく食べられます。

冷たい豆乳抹茶しる粉　（181kcal　塩分 0.1

ルペルペペルルペルペ
ルルシち シち シ

ルル
ー

ルペルペルペペペペンン＆ン＆ン＆ルペルペルペペペペンン＆
シ

A

【お詫び】7月号の広報クイズについて、左右の写真が

ずれていたため、応募者全員を正解とさせていただき

ます。大変申し訳ございませんでした。 ★今月のプレゼント★★今月のプレゼント★
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作 . 齋藤 紀子

　

市
内
見
て
歩
記
の
コ
ー
ナ
ー
等
で
紹
介
し
き

れ
な
か
っ
た
写
真
や
出
来
事
を
紹
介
し
ま
す
。

　「たっくん」は、 ストライダーが とっても とくい！ ころぶこ

ともあるけど、 いつも れんしゅうを がんばっているよ。 さい

きんは プールに はまっていて、  かおを おみずに つけられるよ

うに なったんだ。 はやく じょうずに およげるように なりたい

なー！

【人の動き】 人口 42,770 人（－ 51） 男 20,696 人（－ 18） 女 22,074 人（－ 33） 世帯数 14,398（－ 14)

平成 30 年 7 月 1 日現在（　）は前月比　・出生 22 人・死亡 40 人・転入 30 人・転出 63 人

　6 月 28 日、阿賀野市消防本部で救助訓練

が一般公開されました。

  当日は悪天候にも関わらず約 220 人が観覧。

20 ｍのロープを往復して渡る「渡過」では、

来場者から大きな歓声があがりました。

難波 祐
たすく

くん（3歳 1か月）／百津（パパ祐太さん・ママ祐里恵さん）

　　ぼくの名前は「ゴン」。

８才のゴールデン・レト

リバーだよ。ご主人に教

えてもらったことは、す

ぐに覚えるのが得意さ。

　もう一つの特技は水泳！ 50 メート

ルくらいスイスイ泳いじゃうよ。今

年の夏も、阿賀野川でたくさん泳ぎ

たいな。

　7 月 15 日、C
カフェ

afe G
ジ ェ ル ム

ERME , G
ギャラリー

arally G
グ レ ー ヌ

RAINE で

恋活イベントが行われました。参加者たちは軽

食やスイーツを味わいながら、会話を楽しんで

いました。今回のイベントは、男女各 10 人が

参加、3組のカップルが成立しました。

長谷川恭一さん（渡場）宅の「ゴン」くん




